
主 な 内 容
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第201号

《土佐湾のダルマ朝日》
（撮影）大野　文平さん（高知市）

1月号令和5年

●新年のご挨拶
　電友会四国地方本部　小田本部長 �  ３
　NTT西日本四国支店　立石支店長 �  ４
●おしらせ
　◦会報200号の訂正とお詫び �  ５
　◦お得な宿泊プラン「癒湯自適倶楽部」
　　の導入について �  ５
　◦令和４年度�ボランティア活動本部表彰 �  ５
　　岡村　純雄様（愛媛） �  ６
　　小野　純一様（香川） �  ７
●イベント情報 �  10
●短歌（高知） �  11
●支部だより
　◦「社交ダンス愛好会」
　　サークルの解散について（愛媛） �  12
　◦「第９回趣味の作品展開催模様
　　について」（愛媛） �  13

　◦「令和４年度　愛媛ボランティア
　　活動表彰式」（愛媛） �  15
　◦「NTT環境クリーン作戦2022
　　in 愛媛」へ参加 �  16
●サークル紹介
　◦ヨガサークル（愛媛） �  17
●健康のページ
　◦私の健康法（太極拳）（香川） �  17
●ボランティア紹介
　◦ＳＰ（医療模擬患者）活動に
　　取り組んで（香川） �  19
●ドキュメント
　◦�「私の残り人生の始まり」（高知） �  21
●私は今
　◦会員の皆さんの近況 �  24
●表紙の言葉 �  42
●物故者叙位叙勲 /敬弔 �  43
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第２０１号 令和５年１月四　国　電　友　会

施設一覧

電友会の皆様限定の特別なご案内です

宿泊料金1ヶ月先までの直前予約

平日中心・室数限定 最大50%OFF

団体コード c0009

全国の名湯に
おトクに泊まれる！

癒湯自適プラン
ゆ～ゆ～じてき

箱根
［ 神奈川／箱根湯本 ］ 月の宿 紗ら
［ 神奈川／小涌谷 ］ 水の音
［ 神奈川／強羅 ］ 季の湯 雪月花
［ 神奈川／強羅 ］ 雪月花別邸 翠雲

関西
［ 京都／嵐山 ］ 京都 嵐山温泉 花伝抄
［ 京都／梅小路 ］ 京都 梅小路 花伝抄
［ 和歌山／南紀白浜 ］ 浜千鳥の湯 海舟
［兵庫/城崎］ 城崎 円山川温泉 銀花

中国・四国
［ 島根／出雲 ］ いにしえの宿 佳雲
［ 島根／出雲 ］ お宿 月夜のうさぎ
［ 香川／琴平 ］ 御宿 敷島館

伊豆
［ 静岡／熱海 ］ ラビスタ伊豆山 ［休館中］
［ 静岡／伊東 ］ ウェルネスの森 伊東
［ 静岡／伊東 ］ 淘心庵 米屋
［ 静岡／修善寺 ］ 湯回廊 菊屋
［ 静岡／伊豆高原 ］ 杜の湯 きらの里
［ 静岡／修善寺 ］ 湯めぐりの宿 桂川

東北
［ 秋田／秋の宮温泉郷 ］ 湯けむりの宿 稲住温泉
［ 宮城／鳴子 ］ 鳴子温泉 湯元 吉祥

の全国施設が

2022年6月
グランド
オープン

2022年10月
グランド
オープン

2022年7月
グランド
オープン

東海・北陸
［ 三重／伊勢 ］ いにしえの宿 伊久
［ 岐阜／平湯 ］ 匠の宿 深山桜庵
［ 岐阜／平湯 ］ 湯めぐりの宿 平湯館
［ 岐阜／高山 ］ 飛騨花里の湯 高山桜庵

［ 岐阜／白川郷 ］ 御宿 結の庄
［ 石川／和倉 ］ 白鷺の湯 能登 海舟

（1泊朝食付きのみ）

北海道
［ 北海道／阿寒 ］ ラビスタ阿寒川
［ 北海道／旭岳温泉 ］ ラビスタ大雪山
［ 北海道／函館 ］ ラビスタ函館ベイ

（1泊朝食付きのみ）

九州・沖縄
［ 鹿児島／霧島 ］ ラビスタ霧島ヒルズ
［ 沖縄／北谷 ］ ザ・ビーチタワー沖縄

（1泊朝食付きのみ）

関東・甲信越
［ 新潟 / 越後湯沢 ］ 湯けむりの宿 雪の花
［ 栃木／那須 ］ ウェルネスの森 那須
［ 栃木／那須塩原 ］ 塩の湯温泉 蓮月
［ 群馬／草津 ］ 湯宿 季の庭
［ 群馬／草津 ］ お宿 木の葉
［ 群馬／草津 ］ ラビスタ草津ヒルズ
［ 長野／軽井沢 ］ ルシアン旧軽井沢
［ 山梨／富士河口湖 ］ ラビスタ富士河口湖
［ 東京／豊洲 ］ ラビスタ東京ベイ

（1泊朝食付きのみ）

年会費・入会費無料

特
典
１ ご予約にはまず会員登録を！

［ 詳しくはご利用ガイド等をご覧ください ］

詳しくは44～45ページご利用ガイドをご参照ください。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
新
し
い

年　

令
和
５
年
（
２
０
２
３

年
）
を
ご
健
勝
で
お
迎
え
の

こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
電
友
会
四
国
地
方
本
部
・
愛
媛
電
友
会
・

香
川
電
友
会
・
徳
島
電
友
会
・
高
知
電
友
会
の
諸
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
本
会
の
発
展
に
努

め
て
い
く
所
存
で
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

第
６
波
・
第
７
波
の
影
響
を
受
け
世
の
中
も
諸
活
動

に
制
限
が
あ
っ
た
よ
う
に
電
友
会
の
活
動
に
お
い
て

も
同
じ
く
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
制
限
さ
れ
た
日
常
生
活
を
送

ら
れ
た
こ
と
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
世
の
中
の
動
き
が
一
歩
ず
つ
ワ
ク
チ
ン

や
治
療
薬
の
普
及
に
よ
り
コ
ロ
ナ
と
上
手
に
向
か
い

新
年
の
ご
挨
拶

会
い
な
が
ら
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
電
友
会
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
総
会
（
四
国
及
び
各
県
支
部
総

会
）
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
総

会
の
決
議
も
書
面
に
て
行
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
図
る
懇
親
会
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
主
催
す
る
退
職
者
交
流
会
も
中
止
に
な
り
誠

に
残
念
で
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
お
い
て
も
各
県
の
定
め

る
感
染
レ
ベ
ル
が
下
が
ら
な
い
た
め
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
は

閉
館
し
た
ま
ま
と
な
り
、
活
動
が
出
来
な
か
っ
た

サ
ー
ク
ル
が
多
く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
令
和
５

年
度
は
従
来
の
活
動
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

電
友
会
本
部
関
連
で
は
、
毎
年
の
定
期
開
催
と

な
っ
て
い
る
「
理
事
会
」
は
リ
モ
ー
ト
会
議
、「
令

和
４
年
度
電
友
会
評
議
委
員
会
」
は
書
面
開
催
、「
全

国
女
性
会
議
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
第
９
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞
の
表
彰
式
は
コ
ロ
ナ
感

染
数
の
減
少
傾
向
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
拡
大
等

か
ら
令
和
４
年
11
月
16
日
㈬
に
東
京
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
、
四
国
か
ら
は
愛
媛
の
岡
村
純
雄
さ

ん
（『
囲
碁
教
室
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
』）
と
香
川

の
小
野
純
一
さ
ん
（『
地
域
住
民
の
心
身
の
健
全
な

発
達
と
地
域
社
会
の
発
展
』
の
奉
仕
活
動
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
は
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
両
国
間
の
激
し
い
戦
争
で
沢
山
の

死
傷
者
が
出
た
こ
と
や
北
朝
鮮
に
よ
る
無
謀
な
度
重

な
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
、
ガ
ソ
リ
ン
・
電
気
・
ガ
ス

等
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
に
よ
り
年
金
が
主
な
収
入

で
あ
る
私
達
に
と
っ
て
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
昨
年
、「『
つ
な
ぐ
』

そ
の
先
に
『
ひ
ら
く
』
新
し
い
世
界
の
ト
ビ
ラ
を
」

と
い
う
新
た
な
パ
ー
パ
ス
（
存
在
意
義
）
の
道
標
を

定
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
幸
せ
で
豊
か
に
暮
ら
す
未

来
の
姿
を
実
現
す
べ
き
新
た
な
価
値
の
共
創
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
私
達
電
友
会
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
出
来
る
限
り
の
協
力
を
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
電
友
会
の
活
動

に
つ
い
て
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
様
、
並
び
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社

様
に
対
し
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
会
員
及
び
ご
家
族
の
益
々
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

電
友
会
四
国
地
方
本
部
長

小
田　

尚
見
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
四
国
電

友
会
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か

に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
事
業
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
・
治
療
対
策
の
浸
透
・
進
展
に
伴
っ
て
、

社
会
・
経
済
活
動
が
徐
々
に
回
復
に
向
か
う
一
方
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
騰
や
円
安
の
影
響
に
よ
り
、
不
安

定
な
経
済
状
況
が
続
い
た
一
年
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年
6
月
17
日
に
就
任
し
た
森

林
正
彰
新
社
長
の
も
と
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
伝
統
を
守
り

な
が
ら
、人
と
輪
を
広
げ
、新
た
な
挑
戦
を
す
る
（
伝

新
人
輪
）」
と
の
方
針
を
掲
げ
、
地
域
の
お
客
様
か

ら
の
ご
要
望
や
ご
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
着
実
に

事
業
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
長

立
石　

篤
志

　

愛
媛
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
事
業
の
核
と
な
る
通

信
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
や
Ａ
Ｉ
関
連
サ
ー
ビ
ス
、ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
点
検
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

作
成
な
ど
な
ど
、「
非
固
定
回
線
」「
非
通
信
」
の
領

域
に
も
自
ら
の
ウ
イ
ン
グ
を
積
極
的
に
広
げ
、
地
域

と
お
客
様
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
「
第
57
回 

松
山
野
球

拳
お
ど
り
」
へ
の
参
加
や
「
第
９
回
愛
媛
電
友
会
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
趣
味
の
作
品
展
」
の
共
同
開
催
な

ど
、
地
域
や
先
輩
方
と
の
交
流
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
迎
え
た
２
０
２
３
年
、
世
の
中
の
先
行
き

は
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
今
後

と
も
皆
さ
ま
か
ら
受
け
継
い
だ
素
晴
ら
し
い
伝
統
を

継
承
し
つ
つ
、
地
域
社
会
と
私
た
ち
自
身
の
幸
せ
で

豊
か
な
未
来
の
実
現
に
向
け
て
、
愛
媛
エ
リ
ア
の
社

員
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
新
た
な
挑
戦
を
ぜ
ひ
応
援
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
四
国
電
友
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
本

年
が
会
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
健
康
で
幸
せ
な
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

２
０
２
３
年　

新
春
あ
い
さ
つ
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お
知
ら
せ

　会報10月号（第200号）の「私は今」のコーナーにおいて記述誤り（２件）と、電
友会ボランティア活動功労賞を受賞された方の名前の文字及び電友会四国地方本部年
譜に掲載しましたＨ24～Ｈ27の副本部長（高知）の名前に誤りがありましたので、
お詫びし訂正させて頂きます。大変申し訳ありませんでした。

項　　　目 対象者 訂 正 内 容

「私は今」 岩崎　正朔様 【誤】
旭日単行光章 ⇒

【正】
旭日単光章

「私は今」 松丸　純二様
【誤】

鏡川湖畔
鷲尾山さん

⇒
⇒

【正】
鏡川河畔
鷲尾山

電友会ボランティア
　　　活動功労賞受賞者 足達　裕昭様 【誤】

安達　裕昭 ⇒
【正】

足達　裕昭

電友会四国地方本部年譜 （H24～27）
森澤　義宏様

【誤】
森澤　義弘 ⇒

【正】
森澤　義宏

　

令
和
４
年
度
「
第
32
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」

31
件
並
び
に「
第
８
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞
」

９
件
の
授
賞
式
が
被
表
彰
者
及
び
全
国
電
友
会
地
方

本
部
会
長
・
事
務
局
長
並
び
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
本
社
等
か
ら

の
来
賓
が
集
ま
り
、
去
る
令
和
４
年
11
月
16
日
に
東

京
都
大
手
町
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
で
３
年
ぶ
り
の
集
合

方
式
で
開
催
さ
れ
、
四
国
か
ら
は
松
山
市
在
住
の
岡

村
純
雄
さ
ん
と
香
川
県
多
度
津
町
在
住
の
小
野
純
一

さ
ん
の
２
名
が
出
席
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
高
部

会
長
挨
拶
と
受
賞
さ
れ
た
２
名
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
４
年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
本
部
表
彰

《受賞された小野さん（中央左）と岡村さん（中央右）》

　

こ
の
度
、
電
友
会
本
部
よ
り
電
友
会
会
員
に
限
る

特
典
の
一
つ
と
し
て
「
癒
湯
自
適
倶
楽
部
」
を
導
入

す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
癒
湯
自
適
倶
楽
部
」
は
全
国
（
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
沖
縄
ま
で
）
に
あ
る
39
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

を
平
日
限
定
プ
ラ
ン
（
土
・
日
・
祝
は
利
用
不
可
）

と
し
て
通
常
料
金
の
50
％
割
引
で
利
用
出
来
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

具
体
的
な
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
本
会
報 

２
ペ
ー
ジ
（
44
ペ
ー
ジ
と
45
ペ
ー
ジ
）
に
紹
介
パ
ン

フ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。

お
得
な
宿
泊
プ
ラ
ン

「
癒
湯
自
適
倶
楽
部
」
の
導
入
に
つ
い
て
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☆
第
32
回 

電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
☆

囲
碁
教
室
を
通
じ
た
青
少
年
育
成

岡
村　

純
雄
様
（
愛
媛
）

◎
活
動
状
況

　

私
が
住
ま
い
す
る
下
伊
台
町
は
松
山
市
の
北
部
に

位
置
し
多
く
の
会
社
勤
め
の
方
々
が
多
く
、
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
的
な
街
で
人
口
も
６
４
０
０
人
を
数
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
私
が
自
分
の
趣
味
で
も
あ

る
囲
碁
を
地
域
の
子
供
達
に
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
今
か
ら
９
年
程
前
（
平
成
25
年
）
の
秋
口
に

自
治
会
長
さ
ん
か
ら
『
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に

起
爆
剤
の
一
つ
と
し
て
“
囲
碁
サ
ー
ク
ル
”
を
結
成

彰
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ

た
方
々
は
、
個
人
２
名
、
団
体
７
団
体
の
合
計
９
件

で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
運
営
サ

ポ
ー
ト
②
俳
句
サ
ー
ク
ル
の
指
導
③
支
部
の
女
性
活

動
④
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
設
備
見
守
り
⑤
お
元
気
コ
ー
ル
の
取

組
み
等
、
電
友
会
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
事
業
運
営
及
び
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
へ
の
協
力
に
多
大
な

貢
献
を
頂
い
た
内
容
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

電
友
会
は
こ
う
し
た
様
々
な
皆
様
方
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
奉
仕
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
「
人
生
百
年
時
代
」
に
あ
っ
て
、
長
い
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
を
い
か
に
健
康
で
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
く
か

は
私
達
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
仲
間
や
地
域
と
の
繋
が
り

を
持
ち
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
３
年
目
と
な
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
や
治
療
薬
の
開
発
に
よ
り
経

済
活
動
も
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
依
然

と
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
下
が
っ
て
お
ら
ず
、

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
下
で
の
活
動
の
在
り
方
を
模
索
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
皆
様
が
お
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
情
報
を
共
有
し
て
リ
ス
ク
を
減

ら
し
つ
つ
、
再
び
活
発
な
電
友
会
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
受
賞
さ
れ
た
皆
様
と
ご
家
族
の
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
高
部
会
長
ご
あ
い
さ
つ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
影
響
で
、
こ

こ
数
年
。
全
国
の
受
賞

者
を
東
京
に
お
招
き
し

て
の
表
彰
式
と
祝
賀
会

は
取
り
止
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
、
い
わ
ゆ
るW

ith

コ
ロ
ナ
／

A
fter

コ
ロ
ナ
の
世
の
中
の
状
況
に
合
わ
せ
、
出
席

者
を
極
力
限
定
し
て
表
彰
式
を
行
い
、
以
前
の
よ
う

な
立
食
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
な
く
、
着
席
で
の

食
事
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。

　

本
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
章
を
受
賞
さ
れ
た
方

は
、
31
件
33
名
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
。
①
地
域
振
興
活
動
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
回
覧
板
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
を
活
用
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
７
件
②
お
年
寄
り
や
身
障
者
な

ど
を
対
象
に
し
た
社
会
福
祉
活
動
と
し
て
幸
せ
の
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
活
動
等
９
件
③
教
育
・
文
化
活
動
と

し
て
遠
野
物
語
語
り
部
活
動
や
久
米
三
十
六
姓
に
よ

る
中
国
文
化
の
継
承
・
紹
介
活
動
等
11
件
④
環
境
保

護
・
美
化
活
動
と
し
て
長
良
川
河
川
敷
の
清
掃
活
動

な
ど
チ
ー
ム
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
し
て
の
貢
献
⑤
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
し
て
青
少
年
育
成
と
合
わ
せ
囲
碁
や
ジ
ュ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
等
が
３
件
の
合
計
31
件
33
名
の
方
々
が
表



－7－

第２０１号 令和５年１月四　国　電　友　会
し
て
ほ
し
い
』
と
の
要
請
を
受
け
、
同
年
12
月
に
伊

台
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
に
囲
碁
サ
ー
ク
ル
「
伊
台
碁
友

会
」
を
結
成
し
、
そ
の
活
動
方
針
の
中
に
児
童
の
健

全
な
発
育
の
一
助
と
し
て
『
児
童
へ
の
囲
碁
の
手
ほ

ど
き
』
を
掲
げ
始
め
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
へ
の
指
導
は
、
ま
ず
〈
囲
碁
と
は
ど
ん

な
ゲ
ー
ム
か
〉
に
つ
い
て
教
え
実
践
の
手
ほ
ど
き
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
27
年
に
は
地
元
の
旭
中
学
校
へ
も
指

導
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
子
育
中
の
保
護

者
か
ら
も
学
童
保
育
施
設
に
入
所
申
請
し
て
も
入
所

が
出
来
ず
に
、
入
所
待
ち
を
し
て
い
る
待
機
児
童
へ

も
囲
碁
の
手
ほ
ど
き
の
要
請
が
あ
り
、
希
望
者
を
対

象
に
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
暫
く
し
て
（
平
成
30
年
頃
）、
旭
中
学
校

に
松
山
市
で
唯
一
の
囲
碁
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、私
は
囲
碁
指
導
員
と
し
て
毎
週
３
日（
月
・
水
・

金
曜
日
）
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
学
児
童
が
第
14
回
及
び
第
15
回
文

部
科
学
大
臣
杯
小
学
校
囲
碁
団
体
戦
全
国
大
会
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
、
続
い
て
囲
碁
部
員
３
名
も
第
15 

回
文
部
科
学
大
臣
杯
中
学
校
囲
碁
大
会
団
体
戦
に
愛

媛
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
さ
ら
に
は
第
39
回
文
部

科
学
大
臣
杯
中
学
校
囲
碁
大
会
個
人
戦
に
も
出
場
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
が
子
供
達
を
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
基
本
と
し

て
い
る
こ
と
は
棋
力
の
向
上
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

よ
り
も

⑴
囲
碁
は
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
と
し
て

礼
儀
を
重
ん
じ
る
心
の
醸
成
、
⑵
囲
碁
は
人
間
教
育

の
一
環
で
あ
る
こ
と
、
⑶
囲
碁
が
出
来
る
環
境
を

作
っ
て
下
さ
っ
た
両
親
や
周
り
の
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
こ
の
３
点
を
大
切
に
し

て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
活
動
に
お
い
て
子
供
た
ち
か
ら
は
「
先

生
！
先
生
！
」
と
慕
わ
れ
元
気
を
貰
い
、
保
護
者
の

方
々
か
ら
は
感
謝
さ
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
が
い
つ
ま
で
出
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
子
供
た
ち
の
自
主
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
後
継
者
を
育
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
住
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と
地
域
社
会
の

発
展
」
の
奉
仕
活
動

小
野　

純
一
様
（
香
川
）

◎ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
「
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
と
選
手
育
成

（
キ
ッ
ズ
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
）」

　

平
成
18
年
３
月
に
42
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
ま
し
た
。現
役
時
代
は
四
国
支
社（
四

国
通
信
局
）
と
地
元
香
川
の
勤
務
で
し
た
。

　

香
川
で
の
思
い
出
「
昭
和
57
年
～
現
在
」
地
元
香

川
に
帰
り
、
多
度
津
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

お
世
話
に
な
り
、
平
成
元
年
４
月
か
ら
多
度
津
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
長
と
坂
出
か
ら
西
方
面

（
愛
媛
県
の
川
之
江
・
伊
予
三
島
を
含
む
）
の
中
西

讃
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
の
会
長
を
引
き
受

け
て
、
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
子
供
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
３
月
に
四
国
支
社
勤
務
に
な
り
ま
し
た

が
、香
川
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
６
月「
県
協
会
理
事（
４
種
副
委
員
長
）」

の
世
話
人
、
そ
の
後
、
平
成
８
年
６
月
「
県
協
会
常
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協
会
と
高
松
市
が
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
助
成

を
受
け
て
、「
香
川
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

を
高
松
市
東
部
運
動
公
園
に
整
備
・
完
成
し
ま
し

た
。

＊ 

ナ
イ
タ
ー
設
備
を
備
え
た
「
天
然
芝
・
人
口
芝
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
フ
ッ
ト
サ
ル
場
」

＊ 

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、「
会
議
室
・
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
等
」
を
備
え
、
県
協
会
の
事
務
所
と
し
て
活
用

◦ 

Ｊ
Ｆ
Ｌ
「
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
」
Ｊ
２
昇
格
へ
の

全
面
協
力
、
Ｊ
２
に
昇
格
（
２
０
１
３
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
県
に
は
、フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
、徳
島
ボ
ル
テ
ィ

ス
及
び
愛
媛
Ｆ
Ｃ
が
あ
り
、「
四
国
ダ
ー
ビ
ー
」
等

と
銘
打
て
ば
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
質
の
高
い

プ
レ
ー
に
生
で
触
れ
る
こ
と
で
普
及
強
化
と
な
り
ま

し
た
。

◦ 

平
成
27
年
５
月　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
「
強
化
合

宿
及
び
強
化
試
合
」
を
誘
致
し
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
は
、
強
化
合
宿
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

は
丸
亀
ス
タ
ジ
ア
ム
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
代
表
は
香

川
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
１
週
間
、
強
化
試

合
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
VS
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
」
は
、

丸
亀
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。
香
川
初
の
国

際
試
合
は
、
会
場
後
、
最
高
の
１
２
、０
０
０
人
で

し
た
。

◦ 

平
成
28
年
６
月　

香
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
専
務
理

務
理
事
（
キ
ッ
ズ
委
員
長
・
４
種
副
委
員
長
）」
の

世
話
人
を
引
き
受
け
、
子
供
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ま
し
た
。

　

心
身
の
発
育
・
発
達
が
著
し
い
園
児
達
に
体
を
動

か
す
こ
と
の
爽
快
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を

体
感
し
て
も
ら
い
、
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
な
ど
に
つ
な

げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
設
し
、
色
々
な
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

◦ 

幼
稚
園
・
保
育
所
へ
の
無
料
巡
回
指
導
「
年
間
約

１
２
０
巡
回
、
約
６
、０
０
０
人
の
子
供
達
が
参

加
」

◦ 

Ｊ
Ｆ
Ｌ
「
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
」
と
連
携
し
て
の

巡
回
指
導

◦ 

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
「
年
間
約
10
回
開

催
、
約
５
、０
０
０
人
の
子
供
達
が
参
加
」

　

平
成
22
年
６
月
「
県
協
会
専
務
理
事
（
四
国
協
会

常
務
理
事
）」
の
世
話
人
を
引
き
受
け
活
動
し
ま
し

た
。

◦ 

平
成
23
年
６
月　

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
を
社
団
法
人

か
ら
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
及
び
香
川
県
教
育
委
員
会
の

指
導
を
受
け
、
正
味
財
産
の
活
用
方
法
及
び
定
款
等

を
作
成
し
、
理
事
会
及
び
総
会
で
承
認
を
受
け
、
法

務
局
に
定
款
を
申
請
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

◦ 

平
成
25
年
６
月　

香
川
の
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
と
選

手
の
育
成
・
強
化
の
拠
点
と
し
て
、
県
サ
ッ
カ
ー
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事
及
び
中
西
讃
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
名

誉
会
長
を
退
任
し
ま
し
た
。

＊ 
平
成
28
年
７
月　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
田
嶋
幸

三
会
長
）
か
ら
功
労
賞
を
受
賞

＊ 

平
成
28
年
７
月　

四
国
サ
ッ
カ
ー
協
会
及
び
香
川

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
功
労
賞
を
受
賞

◎ 

地
域
振
興
「
健
康
で
楽
し
く
・
明
る
く
・
元
気
な

仲
間
を
作
り
の
地
域
活
性
化
」

　

香
川
県
教
育
委
員
会
及
び
香
川
県
体
育
協
会
（
香

川
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
の
指
導
を
受
け
、
平
成
21
年

４
月
Ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
金
を
受
け
て
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
を
立
上
げ
、
２

年
間
、
設
立
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
色
々
と

協
議
し
ま
し
た
。

　

＊
元
多
度
津
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

者　

＊
県
エ
ア
ロ
ビ
協
会
理
事　

＊
新
体
操
指
導
者　

＊
ヨ
ー
ガ
指
導
者　

＊
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
会
長　

＊
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長　

＊
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー　

＊
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
会
長　

＊
税
理
士　

＊
町
議　

＊
少
林
寺
拳
法
本
部　

＊
多
度
津
町
教
育

委
員
会

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
が
、
健
康
で
楽
し
く
・
明
る
く
・

元
気
な
仲
間
を
作
り
」
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
、「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ
」
を

平
成
23
年
３
月
に
創
設
し
ま
し
た
。「
ジ
ョ
イ
ナ
ス

た
ど
つ
」
と
「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ
Ｆ
Ｃ
」
の
会
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月　
「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ
」
は
、

下
記
の
種
目
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

＊
サ
ッ
カ
ー　

＊
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー　

＊
フ
ッ
ト

サ
ル　

＊
う
ん
ど
う
・
あ
そ
び　

＊
イ
ン
デ
ィ
ア
カ　

＊
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

＊
家
族
で
少
林
寺
拳
法　

等

　

メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
「
３
歳
の
幼
児
か
ら
88
歳
の

高
齢
者
ま
で
の
約
２
０
０
名
」
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
同
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
世
代
交
流
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◦ 

「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ
」
の
特
徴
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
ク
タ
ー
、
救
急
救
命
士
及
び
税
理
士
が
在
籍

　

平
成
24
年
４
月　

多
度
津
町
を
元
気
に
す
る
会

「
多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
協
賛
し
、
参
加
し

ま
し
た
。

◦ 

「
多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
主
な
メ
ン
バ
ー

は
、
多
度
津
商
工
会
議
所
青
年
部
、
少
林
寺
拳
法

本
部
、「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ
」
及
び
地
域
お
こ

し
協
力
隊
等

　

平
成
24
年
８
月　
「
た
ど
つ
夏
ま
つ
り
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

◦ 

「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
マ
ー
ク

が
入
っ
た
シ
ャ
ツ
を
着
て
総
踊
り
に
参
加
（
約

１
３
０
名
）

◦ 

多
度
津
商
工
会
主
催
の
売
店
開
設
に
参
加
「
焼
き

鳥
、
ジ
ュ
ー
ス
及
び
か
き
氷
等
の
販
売
」

　

令
和
２
年
10
月　

法
務
局
及
び
丸
亀
公
証
役
場
の

指
導
の
下
「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
た
ど
つ
」
を
一
般
社
団
法

人
化

◦ 

定
款
及
び
旅
費
規
程
等
を
作
成
後
、
定
款
等
を
法

務
局
に
申
請
認
可

◎ 

神
社
総
代
「
地
域
の
活
性
化
」

　

平
成
３
年
10
月　

白
鬚
神
社
総
代
を
引
き
受
け
、

◦ 

幼
馴
染
と
度
々
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
獅
子
組
を

復
活
し
ま
し
た
。
秋
の
大
祭
及
び
近
隣
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
参
加
し
て
、
獅
子
舞
を
披
露

◦ 

本
殿
の
傷
み
が
ひ
ど
い
た
め
、
度
々
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
地
域
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
浄
財
を
募

り
、神
社
本
殿
修
復
及
び
御
神
輿
修
復
等
を
行
い
、

「
白
鬚
神
社
の
秋
大
祭
」
は
盛
大
に
開
催

◦ 

白
鬚
神
社
総
代
会
は
、
毎
月
第
一
日
曜
日
の
８
時

か
ら
約
１
時
間
、
神
社
境
内
の
清
掃
活
動

　

色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を

創
造
し
、「
地
域
住
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と
地

域
社
会
の
発
展
」
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、

体
力
が
続
く
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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<イベント情報>
■電友会イベント

１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

愛 　 媛

・退職説明会
　（オンライン開催）

・事務局長・編集委員
会議（2月上旬）

・退職者交流会
　（NTT主催） （中止）

・無料会員への正会員
入会勧奨

・愛媛電友会総会
　（5/29）
　ひめぎんホール
・四国総会（5/10）
　東京第一ホテル

香 　 川

・会報201号郵送
　（1/17以降）

・退職者説明会
（リモート実施で調整中）
・事務局長会議
　（調整中）
・NTT退職者交流会
（中止）

・無料会員への正会員
勧奨

・会報202号郵送
・第61回香川電友会

総会(5月下旬か6月
上旬で予定)

徳 　 島 ・徳島マラソン
　（3/19）

・はな・はる・フェスタ
　場所：徳島市（5月）

高 　 知

・1月号会報配布
・第4回役員会
　（編集委員会）

・古切手寄贈
・5役会
・R5事業計画策定

・5役会
・R5会員入会勧奨

・R5第1回役員会
　（編集委員会）
・4月号会報発送
・高知電友会総会
　（5月下旬）

１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

愛 　 媛

・まつり（椿神社）
　（1/28～1/30）

・第60回愛媛マラソ
ン（2/12）

・七折梅祭（砥部町）
　（2月下旬～3月上旬）
・遍照院節分会厄除大

祭（2/3）

・松山お城まつり
　（４月上旬）

香 　 川

・小豆島霊場開き
　(1/21)

・第75回丸亀国際ハ
ーフマラソン（2/5）

・第33回坂出天狗ま
つり（2/11～12）

・第29回坂出天狗マ
ラソン（2/12）

・二十四の瞳映画村ひ
なまつり

　（2/11～4/3)

・宇多津の町家と雛祭
（3/4～5予定）

・丸亀城桜まつり
　（未定）
・丸亀お城祭り
　（未定）

徳 　 島

・会報発送作業
　（1/12）
・とくしま・まちなか

花ロード花植会
　（1月中旬）

・NTT退職者説明会
　（1月下旬～2月上旬）
・事務局長会議
　（2月上旬）
・第五回趣味の作品展

実行委員会
　（2月中旬）

・第五回趣味の作品展
実行委員会

　（3月中旬）
・第五回趣味の作品展
　あわぎんホール
　（3/30～4/1）
・アドプトプログラム
　吉野川一斉清掃
　（3月上旬）

・会報発送作業
　（4月上旬）
・R4年度　第1回役員

会（4月下旬）
・総会準備事前打ち合

わせ（5月中旬）
・徳島電友会総会
　（5月下旬）
・第2回役員会
　（6月下旬）

■地域イベント
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１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

高 　 知

・高知、光のフェスタ
　『ひかりの花図鑑』
　ー牧野富太郎と植物

を愛した画家たちー
　高知城・高知公園
　（R4.12/2～1/29）

・第16回花へんろ足
摺温泉ジョン万ウオ
ーク

　土佐清水市足摺岬
　（2/18～19）
・高知龍馬マラソン

2023
　県庁前～春野競技場
（2/19）

・土佐のおきゃく
2023

　ー酔って候、
　　浮かれて候ー
　高知市中心商店街、
　中央公園など
　（3/4～12）

・若宮八幡宮どろんこ
祭り

　高知市長浜・若宮八
幡宮（4月第1土曜か
ら3日間）

■高知県観光キャンペーン「リョーマの休日」
　『あなたの、新休日』として、高知県内各地で展開中
　 詳細は公式ガイドブック（こうち旅広場や各観光施設などで配布）、ならびに県庁ホームペ

ージなどでご覧下さい

■ JR四国観光列車　土佐流のおもてなしと、偉人たちの志を感じる
　「志国土佐　時

ト

代
キ

の夜明けのものがたり」土讃線、高知駅～窪川駅間で運行
　運行日　１月～２月＝土・日・休日　　３月＝金・土・日・月・休日

●高知新港　クルーズ客船寄港予定（変更される場合あり）
　3/27　飛鳥２　　　　９:00入港　17:00出港
　11月末に確認した情報です、最新情報は クルーズ船　高知県庁  で検索

短　

歌

高
知
支
部

　
「
こ
っ
ち
」

藤
近　

容
子
（
黒
潮
町
）

舞
台
で
の
太
鼓
の
位
置
を
探
す
と
き

　
　
「
こ
っ
ち
」
と
子
供
が
吾
に
お
し
え
る

和
太
鼓
の
前
で
は
堅
い
表
情
の
子
が

　
　

桴
振
れ
ば
音
が
鳴
る
な
る

パ
ー
ラ
ン
ク
で
踊
る
女め

の
子
も
男お

の
子
ら
も

　
　

軽
快
な
笛
と
太
鼓
に
合
わ
せ

　

ま
る
よ
し
食
堂

川
上　

理
恵
（
四
万
十
町
）

路
地
裏
の
暖
簾
を
く
ぐ
る
懐
か
し
さ

　
　

奥
に
聞
こ
え
る
先
輩
の
声

五
七
五
そ
し
て
七
七
わ
が
友
が

　
　

指
に
数
え
る
三み

そ
ひ
と
お
ん

十
七
音
を

Ｏ
Ｂ
も
現
役
も
ゐ
る
灯ひ

の
下
に

　
　

白
浪
空
き
て
お
開
き
は
九
時

�������������������������������������������
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支
部
だ
よ
り

　

長
い
間
、
電
友
会
の
皆
様
方
に
も
暖
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
」
サ
ー

ク
ル
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
４
年
10
月
31
日
付
を

も
っ
て
、
32
年
間
余
の
長
期
間
に
わ
た
る
活
動
に
終

止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
」
サ
ー
ク
ル
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ-

Ｏ
Ｂ
で
あ
る
五
藤
哲
雄
先
生
（
以
下
、
五
藤
先

生
と
い
う
）
が
、
平
成
２
年
８
月
１
日
に
正
式
名
称

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
」
サ
ー
ク
ル
を

同
好
者
10
数
名
で
結
成
し
、
自
ら
会
長
兼
講
師
と
し

て
サ
ー
ク
ル
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
平
成
29
年
３
月

31
日
健
康
上
の
問
題
か
ら
会
長
兼
講
師
を
辞
退
さ
れ

る
ま
で
、
実
に
27
年
間
に
渡
り
、
社
交
ダ
ン
ス
一
筋

に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。八
木
重
明
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
か
ら
も
、

愛
媛
愛
媛
愛
媛

「
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
」

　
　

サ
ー
ク
ル
の
解
散
に
つ
い
て

サ
ー
ク
ル
内
で
は
、
名
誉
会
長
と
し
て
残
っ
て
い
た

だ
き
、
今
ま
で
通
り
指
導
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

（
毎
週
土
曜
日
の
午
後
実
施
）

　

五
藤
先
生
は
、
私
た
ち
の
要
望
に
５
年
間
も
応
え

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
、
満
90
歳
を
迎
え

ら
れ
、節
目
の
年
と
し
て
引
退
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
本
人
の
会
長
時
代
と
合
わ
せ
て
、
通
算
32
年
間

も
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
木
会
長
の
跡
を
継
い
だ
私
の
代
で
サ
ー
ク
ル
を

解
散
す
る
こ
と
は
、
大
い
に
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま

す
が
、
正
直
言
っ
て
、
講
師
な
し
で
は
サ
ー
ク
ル
の

存
続
も
難
し
く
、
会
員
の
高
齢
化
も
進
む
中
、
役
員

の
後
継
者
も
皆
無
で
運
営
そ
の
も
の
に
支
障
を
き
た

す
状
況
と
な
り
、
加
え
て
、
こ
の
３
年
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
十
分
な
練
習

も
で
き
な
い
状
況
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
現
状
等

を
踏
ま
え
、会
員
の
同
意
も
得
て
、解
散
に
踏
み
切
っ

た
次
第
で
す
。

　

去
る
10
月
29
日
の
土
曜
日
の
午
後
、
会
場
で
あ
る

「
松
山
市
畑
寺
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
21
名

の
全
会
員
が
集
ま
る
中
、
令
和
４
年
度
の
活
動
実
施

状
況
（
令
和
４
年
４
月
１
日
～
10
月
29
日
ま
で
の

7
ヵ
月
間
で
20
回
実
施
・
延
人
員
1
８
７
名
（
参
考
・

令
和
３
年
度
分
・
実
施
状
況
17
回
実
施
・
延
人
員

１
６
８
名
）
を
報
告
及
び
会
計
報
告
も
行
い
、
サ
ー

ク
ル
の
解
散
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
代
表
者　

村
上　
　

勲
さ
ん

《第15回NTT忘年・Xmasパーティ（H27.1212）前列中央が五藤先生》
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早
や
昨
年
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
９
月
14
日
㈬
か
ら
18
日
㈰
に
掛
け
て
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
趣
味
の
作
品
展
」
の

開
催
模
様
に
つ
い
て
実
行
委
員
会
事
務
局
か
ら
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
作
品
等
他
部
門
に
わ
た
る
１
９
６
作
品

の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
ど
れ
も
玄
人
は
だ
し
（
玄
人
も
は
だ
し
で

逃
げ
出
す
ほ
ど
）
の
も
の
ば
か
り
の
力
作
揃
い
で
、

会
場
に
は
Ｏ
Ｂ
・
社
員
の
ほ
か
一
般
の
方
も
多
く
立

ち
寄
ら
れ
、
知
人
の
作
品
を
見
つ
け
て
は
会
話
に
花

を
咲
か
せ
る
な
ど
時
間
を
掛
け
て
熱
心
に
見
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
会
場
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
店
の

立
石
支
店
長
や
樋
野
村
事
業
推
進
室
長
な
ど
幹
部
の

方
々
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
か
ら
は
吉
成
委
員
長
を
は

「
第
９
回
趣
味
の
作
品
展

　
　
　
　

開
催
模
様
に
つ
い
て
」

そ
の
後
、
長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
五
藤
先
生
と
の

お
別
れ
会
を
実
施
し
、
一
人
ひ
と
り
が
、
五
藤
先
生

と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
な
ご
や
か

に
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

改
め
て
、
愛
媛
電
友
会
・
会
長
の
小
田
尚
見
様
初

め
事
務
局
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
に
は
、
社
交
ダ
ン

ス
愛
好
会
サ
ー
ク
ル
に
対
し
、
心
温
ま
る
ご
支
援
と

ご
援
助
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

再
三
再
四
に
渡
っ
て
四
国
電
友
会
会
報
誌
に
も
私
た

ち
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
を
ご
掲
載
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
ま
し
て
、
電
友
会
会
員
の
皆
様
方
に
も
紙

面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

実
行
委
員
会
事
務
局　

岩
田　

真
一
さ
ん

　

９
月
の
中
旬
、初
秋
と
は
い
え
残
暑
が
厳
し
い
中
、

ま
た
人
が
集
ま
る
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
も
心
配
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
日
平
均

１
０
０
名
近
く
の
見
学
者
が
来
て
い
た
だ
き
、
ま
た

最
終
日
に
お
い
て
は
大
型
台
風
接
近
の
た
め
午
後
休

館
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
午
前
中
に
大
勢
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
作
品
数
は
、
会
報
２
０
０
号
（
Ｐ

62
）
に
て
掲
載
（
１
９
０
作
品
）
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
最
終
の
出
品
数
は
洋
画
・
日
本
画
・
絵
手
紙
・《四国支店幹部と会長・副会長》

《労働組合委員長と役員各位》
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め
役
員
の
方
々
も
来
て
い
た
だ
き
、
作
品
の
芸
術

性
の
高
さ
に
感
心
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
場
者
の
殆
ど
が
松
山
市
と
そ
の
周
辺
地

区
の
居
住
者
で
し
た
が
、
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
や
作

品
出
品
者
か
ら
送
ら
れ
た
「
案
内
ハ
ガ
キ
」
な
ど
で

愛
媛
県
内
各
市
か
ら
駆
け
付
け
た
見
学
者
も
多
数
居

ら
れ
、
久
々
の
対
面
と
、
楽
し
く
談
笑
さ
れ
る
光
景

も
垣
間
見
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、こ
の
度
の
「
第
９
回
趣
味
の
作
品
展
」

５
日
間
の
総
括
と
し
て
、出
品
さ
れ
た
会
員
の
方
々
、

見
学
に
来
ら
れ
た
方
々
を
含
め
多
く
の
方
々
に
楽
し

ん
で
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
コ

ロ
ナ
感
染
を
含
め
大
小
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な
か
っ

た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。
そ
し
て
次
回
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
の
社
員
の
方
々
の
作
品
が
沢
山
出
品
さ
れ
て

い
れ
ば
更
に
盛
り
上
が
り
よ
り
多
く
の
方
々
に
喜
ん

で
頂
け
る
作
品
展
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

関
係
者
の
ほ
と
ん
ど
が
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、今
回
の
作
品
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

ご
尽
力
頂
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
店
様
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
、
ま
た
会
場
の
準
備
や
後
始
末
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
を
含
め
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

２
年
後
の
第
10
回
作
品
展
の
こ
ろ
は
恐
ら
く
コ
ロ

ナ
も
終
息
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
令
和
６
年

《実行委員会一同》

に
向
け
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品

を
出
展
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
全
て
の
会
員
の
皆
様
が
再
び
元
気

な
姿
で
開
催
出
来
る
こ
と
が
先
ず
は
一

番
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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令
和
４
年
11
月
16
日
㈬
に
本
部
が
主
催
す
る
表
彰

式
が
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
愛

媛
電
友
会
の
岡
村
純
雄
様
が
「
囲
碁
教
室
を
通
じ
た

青
少
年
育
成
」
と
し
て
「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
賞
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
愛
媛
電
友
会
に
お
い
て
も
、
令
和

４
年
10
月
28
日
㈮
に
東
京
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て

「
令
和
４
年
度
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
表
彰
式
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
岡
村
純
雄
様
を
主
賓
に
、
愛
媛
電
友
会
の

小
田
会
長
、
黒
石
副
会
長
、
木
田
副
会
長
、
長
井
副

会
長
、
依
光
評
議
員
の
ほ
か
、
常
任
幹
事
５
名
が
出

席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
小
田
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
あ
と
、
小
田
会
長
か
ら
「
将
棋
の
藤
井

５
冠
の
よ
う
に
、
現
在
は
若
い
優
秀
な
世
代
が
台
頭

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
優
秀
な
人
材
が
益
々
輩
出
さ

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
囲
碁
教
室
を
通
じ
青
少
年

育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
て
下
さ
い
」
と
の
祝
辞
の
後
、

岡
村
純
雄
様
か
ら
受
賞
の
御
礼
に
併
せ
「
趣
味
の
囲

碁
を
通
じ
子
供
た
ち
に
礼
儀
や
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
こ
と
な
ど
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
こ
の

活
動
を
出
来
る
限
り
長
く
、
そ
し
て
後
継
者
を
育
み

「
令
和
４
年
度

　

愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
表
彰
式
」

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。」
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
岡
村
純
雄
様
を
囲
み
記
念
撮
影
を

行
っ
た
後
、
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
た
簡
単
な
昼
食
会

を
行
い
表
彰
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

《岡村さんを囲み会長・副会長》 《受賞された岡村さん》
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愛
媛
電
友
会
で
は
、
令
和
４
年
12
月
10
日
㈯
晴
天

の
も
と
、
松
山
市
「
道
後
公
園
」
で
行
わ
れ
た
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
２
０
２
２
ｉ
ｎ
愛
媛
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
進

め
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、今
回
で
28
回
目（
道

後
公
園
で
は
13
回
目
）
と
な
る
も
の
で
す
が
、
愛
媛

電
友
会
と
し
て
の
参
加
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
参
加
制
限

等
も
あ
り
、
令
和
の
元
号
に
な
っ
て
始
め
て
の
そ
し

て
久
々
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
密
集
回
避
の
開
催

に
も
関
わ
ら
ず
、
愛
媛
電
友
会
（
参
加
者
８
名
）
及

び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員
・
家
族

総
勢
で
２
２
０
名
近
い
方
々
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、密
着
を
防
ぐ
た
め
開
会
式
・

閉
会
式
（
抽
選
会
）
は
行
わ
ず
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
を

２
つ
に
分
け
午
前
９
時
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
（
愛
媛
電

友
会
）
と
午
前
９
時
45
分
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、各
自
が
約
30
～
45
分
程
度
の
清
掃
活
動
を
行
い
、

我
々
電
友
会
会
員
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
グ
ル
ー
プ
社
員
と
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
く
沢
山
の
落
ち
葉
や
雑
草
等
の
回

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
２
０
２
２

ｉ
ｎ
愛
媛
」
へ
参
加

収
に
努
め
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

《参加の皆さん》

《清掃模様》《ゴミ袋も落葉で一杯》
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愛
媛
電
友
会
サ
ー
ク
ル
の
一
つ
で
あ
る
「
ヨ
ガ

サ
ー
ク
ル
」
は
平
成
25
年
４
月
に
会
員
数
12
名
〈
内

訳
は
Ｏ
Ｂ
７
名
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
及
び
グ
ル
ー
プ
社
員
５

名
〉
で
発
足
し
、今
年
で
９
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上
げ
は
講
師
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）
か
ら
「
ヨ
ガ
は
体
が
柔
ら
か
く
な
い
と
で
き

な
い
も
の
で
は
な
く
、
体
が
堅
い
か
ら
こ
そ
始
め
て

頂
き
た
い
、
今
ほ
ぐ
さ
な
い
と
も
っ
と
堅
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
よ
」
と
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。

　

や
っ
て
み
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
と
呼
吸

方
法
で
全
身
の
血
液
と
リ
ン
パ
液
及
び
気
を
流
す
こ

と
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
で
は
味
わ
う
こ
と
が
出
来
な
い

体
の
変
化
に
気
づ
き
、
ヨ
ガ
を
行
っ
た
日
は
普
段
よ

く
眠
れ
な
い
の
が
本
当
に
ぐ
っ
す
り
朝
ま
で
気
持
ち

よ
く
眠
れ
て
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
効
果
の
あ
る
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
も
他
の

サ
ー
ク
ル
紹
介

愛
媛
愛
媛
愛
媛

☆
「
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
」

柳
原　

寛
信
さ
ん
（
松
山
市
）

サ
ー
ク
ル
と
同
じ
よ
う
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
会
場
が
使
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
こ

２
～
３
年
は
定
期
的
な
開
催
が
出
来
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

早
く
、コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
以
前
の
よ
う
な
「
ア
ー
」

や
「
ウ
ー
」
や
「
痛
！
」
等
の
声
を
上
げ
な
が
ら
サ
ー

ク
ル
が
出
来
る
こ
と
願
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

サ
ー
ク
ル
を
始
め
た
い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
愛
媛

電
友
会
事
務
局
ま
で
一
報
頂
け
れ
ば
ご
連
絡
致
し
ま

す
。

連
絡
先
：
０
８
９

―

０
３
６

―

２
０
２
３　
柳
原
迄

　

電
友
会
の
知
り
合
い
か
ら
「
私
の
健
康
法
」
に
つ

い
て
原
稿
を
出
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
、
退
職
以
来

健
康
維
持
の
た
め
に
ず
っ
と
続
け
て
き
た「
太
極
拳
」

の
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

【
自
己
紹
介
】

　

昭
和
33
年
入
社
。
松
山
で
の
入
社
研
修
を
終
え
、

長
尾
電
報
電
話
局
、
高
松
電
報
電
話
局
と
手
動
交
換

業
務
（
共
電
式
交
換
台
）、
番
号
案
内
業
務
と
お
客

様
と
の
直
接
対
応
業
務
一
筋
で
勤
め
あ
げ
、
平
成
６

年
高
松
情
報
案
内
セ
ン
タ
を
最
後
に
、
36
年
間
の
会

社
人
生
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
電
気
通
信
事
業
が
華
や
か

な
時
代
に
「
情
報
案
内
業
務
」
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
非
常
に
幸
せ
で
し
た
。

　

住
ま
い
は
高
松
市
木
太
町
で
、
北
に
讃
岐
の
宝
で

あ
る
「
屋
島
」
の
峰
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
高
松
市

東
部
の
静
か
な
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
。
近
く
に
木
太

南
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
（
公
民
館
）
が
あ
り
、
新
居

を
構
え
た
時
か
ら
継
続
し
て
で
き
る
も
の
を
や
り
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

健
康
の
ペ
ー
ジ

☆
私
の
健
康
法
（
太
極
拳
）

梶
河　

静
子
さ
ん
（
高
松
市
）



－18－

第２０１号 令和５年１月四　国　電　友　会
　

以
上
が
簡
単
で
す
が
、
自
己
紹
介
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
太
極
拳
の
取
組
】

　

太
極
拳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
木
太
町
に
新
居

を
構
え
た
時
、
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
活
動
し

て
い
た
「
太
極
拳
」
教
室
へ
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
太
極
拳
」
の
紹
介
で
す
。

　

中
国
，
宋
代
に
始
ま
る
拳
法
で
、
気
を
重
視
し
、

ゆ
る
や
か
に
円
弧
を
描
く
よ
う
な
四
肢
の
動
き
を
中

心
と
す
る
も
の
で
す
。
現
代
で
は
、
武
術
と
し
て
よ

り
も
健
康
法
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。

　

電
話
交
換
、
電
話
番
号
案
内
時
代
に
「
き
っ
ち
り

と
し
た
姿
勢
」
と
「
し
っ
か
り
と
声
を
出
す
」
こ
と

を
学
ん
だ
こ
と
が
太
極
拳
に
も
活
か
せ
ま
し
た
。

【
ゆ
っ
く
り
太
極
拳
の
健
康
効
果
】

①
身
体
的
効
果

　

年
齢　

性
別　

体
力
を
問
わ
ず　

誰
も
が
参
加
で

き
る
。
太
極
拳
は
力
や
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も
の
で
な

く
ゆ
っ
く
り
し
た
動
作
の
た
め
、
個
人
の
能
力
や
年

齢
に
関
わ
ら
ず
広
範
囲
の
人
び
と
が
参
加
し
て
練
習

で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
格
闘
技

で
な
い
た
め
運
動
に
よ
る
ケ
ガ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。

②
健
康
運
動
の
あ
ら
ゆ
る
動
作
を
含
ん
で
い
る

　

太
極
拳
は
、
他
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
見
る
動
作
の

ほ
と
ん
ど
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
効
果
が
総
合
的
に

現
れ
ま
す
。
膝
を
曲
げ
腰
を
沈
め
て
ゆ
っ
く
り
と
動

作
す
る
独
特
の
歩
法
は
、
足
腰
だ
け
で
な
く
体
幹
を

ふ
く
む
全
身
の
筋
力
を
高
め
、
強
い
て
は
健
康
の
も

と
を
生
み
出
し
ま
す
。
し
か
も
随
所
に
体
を
ひ
ね
る

動
作
が
加
わ
り
効
果
は
倍
加
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
呼

吸
法
や
視
線
動
作
な
ど
と
も
一
体
化
し
た
運
動
が
、

自
然
な
体
力
を
取
り
戻
し
、
作
り
加
え
ま
す
。

③ 

効
果
は
毎
週
１
回
の
練
習
で
も
続
け
る
こ
と
で
現

れ
る

　

ム
リ
が
な
い
か
ら
続
く
。
姿
勢
が
よ
く
な
り
肥
満

が
解
消
し
骨
粗
鬆
症
が
予
防
で
き
て
足
腰
が
強
く
な

り
、
い
つ
の
間
に
か
腰
痛
や
肩
こ
り
を
忘
れ
、
ま
た

転
倒
し
な
い
運
動
力
・
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
身
に
つ
き

ま
す
。
体
内
脂
肪
が
減
少
し
メ
タ
ボ
を
解
消
し
て
成

人
病
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

④ 

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
で
日
常
の
生
活
動
作
が
ラ
ク
に

な
る

　

太
極
拳
の
練
習
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
て
ム
リ
の

な
い
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
（
中
国
式
体
操
「
練
功
十
八

法
」
ほ
か
）
が
抱
合
わ
せ
な
の
で
、
体
の
サ
ビ
が
取

り
除
か
れ
、
片
足
立
ち
で
靴
下
を
履
け
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
気
が
つ
け
ば
日
常
動
作
が
ラ
ク
に
な
っ
て

い
ま
す
。

⑤ 

飽
き
な
い

　

太
極
拳
は
奥
が
深
く
、
分
り
始
め
る
と
ハ
マ
っ
て

し
ま
い
、
飽
き
ず
に
長
く
続
け
ら
れ
、
そ
れ
が
健
康

保
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑥ 

漫
然
は
ダ
メ

　

た
だ
し
、
練
習
は
漫
然
と
繰
り
返
し
て
い
て
は
効

果
も
進
歩
も
な
く
、
ま
た
誤
っ
た
動
作
で
続
け
る
と

ヒ
ザ
を
痛
め
る
な
ど
の
弊
害
も
生
じ
ま
す
。
教
室
に

入
会
し
て
正
し
く
練
習
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。《独立抱扇》
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☆�

Ｓ
Ｐ
（
医
療
模
擬
患
者
）
活
動
に

　

取
り
組
ん
で

大
山　

英
樹
さ
ん
（
高
松
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

　

電
友
会
報
の
編
集
担
当
か
ら
「
Ｓ
Ｐ
（
医
療
模
擬

患
者
）
活
動
（
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
に
つ
い
て

原
稿
を
出
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
、
退
職
以
来
、
患

者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
「
お
医
者
さ
ん
」

を
育
て
る
た
め
に
微
力
な
が
ら
ず
っ
と
続
け
て
き
た

「
Ｓ
Ｐ
（
医
療
模
擬
患
者
）
活
動
」
に
つ
い
て
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

【
自
己
紹
介
】

　

昭
和
37
年
入
社
。
松
山
で
の
入
社
研
修
を
終
え
、

高
松
電
話
局
試
験
課
を
経
験
し
た
あ
と
交
換
部
門
を

経
て
営
業
（
徳
島
支
店
）
を
最
後
に
平
成
11
年
３
月

退
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
５
年
間
日
本
コ
ム
シ
ス
香

川
支
店
に
勤
め
た
あ
と
平
成
平
成
16
年
に
42
年
間
の

会
社
人
生
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
日
本
コ
ム
シ
ス
と
電
気
通

信
事
業
が
華
や
に
成
長
し
て
い
た
時
代
に
「
交
換
機

の
建
設
・
保
守
、
大
口
ユ
ー
ザ
対
応
業
務
」
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
非
常
に
幸
せ
で
し
た
。

　

現
在
の
住
ま
い
は
高
松
市
上
之
町
で
、
旧
上
之
町

ビ
ル
の
東
に
あ
る
静
か
な
住
宅
地
に
新
居
を
構
え
た

《独立撩扇》

⑦ 

太
極
拳
は
医
学
治
療
で
は
な
い

　

太
極
拳
は
健
康
維
持
効
果
が
あ
り
地
域
の
健
康
運

動
や
リ
ハ
ビ
リ
等
に
採
用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま

す
が
、
身
体
疾
患
そ
の
も
の
を
治
療
す
る
医
療
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
疾
患
の
あ
る
方
は
医
師
に
相
談
す
る

よ
う
お
薦
め
し
ま
す
。

《刺　剣》

【
太
極
拳
の
練
習
】

　

毎
週
水
曜
日
（
10
：
00
～
12
：
00
）
公
民
館
に
集

ま
り
、
３
名
の
先
生
の
指
導
の
も
と
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
定
期
的
に
参
加
し
、
皆
様
と
の
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
と
出
会
い
が
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　

太
極
拳
の
特
徴
で
あ
る
「
ゆ
っ
く
り
な
動
き
」「
姿

勢
の
良
さ
」
が
年
齢
に
関
係
な
く
長
く
続
け
ら
れ
る

一
因
で
す
。

【
穏
や
か
な
日
々
の
暮
ら
し
】

　

毎
朝
、
ラ
ジ
オ
体
操
（
６
時
30
分
）
で
１
日
が
始

ま
り
、「
健
康
で
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
た

ら
幸
せ
」
と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
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時
か
ら
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
も
の
を
や
り
た
い
と

い
う
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。
以
上
簡
単
で

す
が
自
己
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
Ｓ
Ｐ
（
医
療
模
擬
患
者
）
の
取
組
】

＊
Ｓ
Ｐ
：S

im
ulated P

atient

（
一
般
模
擬
患
者
）

　

Ｓ
Ｐ
（
医
療
模
擬
患
者
）
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

高
松
支
店
法
人
営
業
に
お
勤
め
に
な
っ
て
い
た
森
永

さ
ん
の
勧
め
で
平
成
18
年
に
「
何
も
し
ら
な
い
」
状

況
で
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
Ｓ
Ｐ
（
医
療
模
擬
患
者
）」
の
紹
介
で

す
。

　

Ｓ
Ｐ
と
は
多
く
の
場
合
、一
般
の
人
が
医
療
系（
医

学
部
や
薬
学
部
）
学
生
の
た
め
に
患
者
役
を
演
じ
、

医
学
部
の
学
生
さ
ん
の
医
療
面
接
練
習
の
相
手
を
す

る
も
の
で
す
。

　

事
前
に
渡
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
、
症
状
な

ど
直
接
病
気
に
関
係
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
患
者

の
仕
事
や
家
庭
で
の
悩
み
な
ど
、
心
理
社
会
的
な
面

も
伝
え
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
の
定
義
は
、「
医
療
系
学
習
者

の
教
育
の
た
め
に
一
定
の
訓
練
を
受
け
て
、
実
際
の

患
者
と
同
じ
よ
う
な
症
状
や
会
話
を
再
現
す
る
患
者

役
を
演
じ
る
人
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｐ
に
は
、S

im
ulated P

atient

（
一
般
模
擬

患
者) 

とS
tandardized P

atient

（
標
準
模
擬

患
者
）
の
２
通
り
が
あ
り
、
学
習
者
の
教
育
目
的
に

よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
般
模
擬
患
者
は
、

《ＳＰ、学生及び指導者による学習風景》

《大山さんと医学生の学習風景》

状
況
や
学
生
に
応
じ
て
適
宜
変
化
を
持
た
せ
て
演
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
患
者
と
医
療
者
と
の
出
会
い

か
ら
、
お
互
い
に
気
づ
き
、
歩
み
寄
り
、
相
互
理
解

を
深
め
、
患
者
の
視
点
で
よ
り
良
い
信
頼
関
係
を
作

る
体
験
学
習
で
す
。

　

私
た
ち
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
く
れ
る
「
お
医

者
さ
ま
」に
な
る
お
手
伝
え
を
す
る
体
験
学
習
で
す
。

Ｓ
Ｐ
は
患
者
役
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
社
会

貢
献
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

① 

退
職
後
、
２
０
０
５
年
に
Ｓ
Ｐ
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
し
た
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
：
香
川
大
学
Ｓ
Ｐ
研
究
会
）

② 

２
０
０
６
年
実
際
に
デ
ビ
ュ
ー
。
香
川
大
学
医
学

部
生
（
４
年
生
か
ら
５
年
生
に
進
級
す
る
人
）
が

対
象
。

〇
ひ
と
月
に
隔
週
２
回
面
接
実
習
開
催
（
通
年
）

◦ 

授
業
の
日
程
：
Ｓ
Ｐ
は
打
ち
合
わ
せ
や
研
修
の
た

め
13
時
に
出
向
き
、
17
時
ぐ
ら
い
ま
で
。
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◦ 

Ｓ
Ｐ
は
５
～
12
人
。
学
生
一
人
に
Ｓ
Ｐ
一
人
が
相

手
を
す
る
。

◦ 
授
業
を
担
当
す
る
教
官
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
は
１

名
〇
シ
ナ
リ
オ

◦ 

各
Ｓ
Ｐ
に
は
性
別
、
年
齢
な
ど
が
配
慮
さ
れ
た
シ

ナ
リ
オ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
学
生
に
は
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。
１
回
の
授
業
で
同
じ
Ｓ
Ｐ
が
複
数

回
出
演
す
る
こ
と
は
な
い
。

〇
進
め
方

◦ 

学
生
は
こ
れ
か
ら
面
接
す
る
患
者
を
今
後
担
当
す

る
医
師
で
あ
る
と
の
設
定
。
面
接
時
間
は
10
分
を

目
安
。

　

 

学
生
は
患
者
役
の
Ｓ
Ｐ
か
ら
主
訴
を
聞
き
、
鑑
別

診
断
の
た
め
の
質
問
を
行
い
、
聴
い
た
こ
と
を
要

約
し
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
、
検
査
や
治
療
の
方

針
を
述
べ
て
ひ
と
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
了
。

〇
面
接
の
あ
と
で

◦ 

Ｓ
Ｐ
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。
そ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
言
葉
や
態
度
を
振
り
返
り
、
そ
の
事

案
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
る
。（
１
～
２

分
）

◦ 

医
師
役
を
実
習
し
た
学
生
が
感
想
を
述
べ
る
。（
１

～
２
分
）

◦ 

最
後
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
教
官
が
全
般
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
解
説
す
る
。（
約
20
分
）

　

面
接
態
度
、
言
葉
、
表
情
、
メ
モ
の
取
り
方
は
適

切
で
あ
っ
た
か
。」
ど
の
よ
う
な
疾
患
を
予
想
し
て

質
問
し
た
か
、
そ
の
質
問
は
適
切
で
あ
っ
た
か
、
聞

き
洩
ら
し
は
な
か
っ
た
か
。
ど
の
よ
う
な
疾
患
を
予

想
し
て
質
問
し
た
か
。
そ
の
質
問
は
適
切
で
あ
っ
た

か
。
ど
の
よ
う
な
疾
患
を
予
想
し
て
質
問
し
た
か
。

そ
の
質
問
は
適
切
で
あ
っ
た
か
、
聞
き
洩
ら
し
は
な

か
っ
た
か
。考
え
る
疾
患
は
何
か
。な
ど
、病
気
、解

釈
モ
デ
ル
、
背
景
な
ど
に
つ
い
て
担
当
し
た
学
生
や

待
機
中
の
学
生
の
考
え
も
聞
き
な
が
ら
解
説
す
る
。

　

以
上
ひ
と
と
お
り
終
わ
る
ま
で
に
30
～
40
分
。

【
最
後
に
】

　

高
齢
者
時
代
に
「
良
き
お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
思
い
で
取
組
は
じ
め
た
が
、
経

験
を
通
し
て
「
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
役
に
立
つ
」
の

か
が
判
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

授
業
後
の
Ｓ
Ｐ
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
内
容
が

「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
医
学
生
か
ら
感
想
を
も

ら
う
と
、「
真
剣
に
取
り
組
み
相
手
の
心
に
響
く
」

こ
と
の
大
切
さ
を
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

　

歳
を
重
ね
る
た
び
に
少
し
ず
つ
フ
ル
タ
イ
ム
で
は

無
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
体
が
続
く
限
り
Ｓ
Ｐ
を

続
け
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

も
し
皆
様
の
中
で
興
味
が
あ
る
方
が
い
ら
し
ゃ
れ

ば
一
報
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

退
職
し
た
ら
、
何
を
や
っ
て
残
り
の
人
生
を
過
ご

そ
う
か
、
こ
れ
を
考
え
始
め
た
の
は
五
十
を
過
ぎ
て

か
ら
で
し
た
。
入
社
し
た
電
電
公
社
の
頃
と
は
、
全

て
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
思
い
描
い
て
き
た

リ
タ
イ
ア
＝
悠
々
自
適
と
い
う
認
識
は
跡
形
も
な
く

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
老
後
は
、
す
ぐ
目
の
前
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
以
前
取
っ
て
い
た
資
格
を
活
か
し

た
こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計
を
考
え
、
そ
の
会
に
入
会

し
て
名
許
り
の
事
務
所
を
自
宅
に
設
定
し
ま
し
た

が
、
実
務
が
伴
う
に
は
、
当
然
勉
強
が
必
要
で
す
。

会
主
催
の
研
修
会
に
も
参
加
し
、
法
務
関
連
書
籍
も

買
い
込
ん
で
準
備
を
始
め
、
先
輩
の
あ
る
先
生
か
ら

地
盤
を
譲
っ
て
頂
く
話
も
あ
り
徐
々
に
本
格
的
な
始

動
と
な
っ
た
矢
先
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
機
構
改
革
で
、
松
山

に
単
身
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
大

変
残
念
が
っ
て
下
さ
り
、
私
も
後
ろ
髪
引
か
れ
る
思

い
を
持
ち
な
が
ら
で
し
た
が
、
会
務
も
将
来
設
計
も

一
休
み
し
兎
も
角
、松
山
の
職
場
に
赴
任
し
ま
し
た
。

松
山
で
の
仕
事
は
順
調
で
、
い
い
上
司
、
仲
間
に
恵

ま
れ
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

☆
「
私
の
残
り
人
生
の
始
ま
り
」

濱
田　

省
三
さ
ん
（
高
知
市
）
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ア
ク
ト
の
時
代
で
す
。

　

そ
の
赴
任
し
た
年
の
年
末
が
近
づ
い
た
頃
、
高
知

の
実
家
か
ら
あ
る
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
同
一
敷
地

の
別
棟
に
住
ん
で
い
た
父
が
い
な
く
な
っ
た
、
家
族

総
出
で
捜
し
て
い
る
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
内
容

で
す
。
金
曜
日
の
夜
で
し
た
が
慌
て
て
車
を
と
ば
し

て
帰
省
し
ま
し
た
。
そ
の
週
は
仕
事
が
残
っ
て
い
た

の
で
土
曜
出
勤
の
予
定
で
し
た
が
、
深
夜
に
帰
宅
す

る
と
、
父
は
幸
い
見
つ
か
っ
て
今
は
家
で
眠
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。脳
血
管
性
認
知
症
の
始
ま
り
で
し
た
。

夕
方
の
物
悲
し
い
時
間
に
な
る
と
、
つ
い
寂
し
さ
懐

か
し
さ
の
入
り
交
じ
っ
た
不
思
議
な
心
情
に
憑
り
つ

か
れ
、
家
に
帰
ら
ん
と
い
か
ん
、
と
強
固
な
意
思
の

も
と
、
あ
る
方
角
に
歩
き
始
め
る
ア
レ
で
す
。
子
ど

も
も
思
春
期
の
難
し
い
年
頃
で
、
家
の
事
全
て
を
家

内
一
人
に
任
せ
、
単
身
赴
任
で
仕
事
に
専
念
で
き
る

場
合
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
翌
年
の
人

事
で
無
理
を
言
っ
て
、高
知
に
帰
し
て
貰
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
母
に
も
癌
が
見
つ
か
り
、
父
も
母
も

施
設
と
病
院
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
数
年
の
間
に
母
、

父
と
相
次
い
で
亡
く
し
ま
し
た
。
私
自
身
は
、
す
で

に
会
の
仕
事
に
は
熱
が
覚
め
て
い
て
、
名
許
り
の
会

員
を
そ
の
後
長
く
続
け
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
前
後
に
退
会

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
今
度
は
心
機
一
転
、
放
送
大
学
に
入
り
、

真
面
目
に
勉
強
し
て
臨
床
心
理
士
を
目
指
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。
同
時
に
、
昔
、
松
山
支
店
営
業
部
に
居

た
頃
、
一
度
だ
け
手
を
染
め
た
第
九
の
合
唱
を
再
び

始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
県
民
会
館
の
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー

ル
で
も
幾
度
か
唄
い
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
将
に
衆
生

済
度
の
唄
で
そ
の
意
味
で
も
深
い
精
神
性
を
有
し
て

い
ま
す
。
唄
っ
て
い
る
時
は
合
唱
団
の
一
員
と
し
て

周
り
か
ら
湧
き
上
が
る
歌
声
に
包
ま
れ
、
言
い
過
ぎ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
極
楽
浄
土
を
目
指
す

と
い
う
法
悦
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
な
が
ら
心
を
浄

化
さ
れ
る
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
。

　

単
身
を
解
消
し
て
戻
っ
た
高
知
で
も
、
職
場
を
２

度
替
わ
り
ま
し
た
。
１
０
４
番
号
案
内
セ
ン
タ
ー
の

時
代
に
、
心
筋
症
に
見
舞
わ
れ
救
急
車
で
運
ば
れ
緊

急
入
院
で
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
負
担
が
か
か
る
勉
強
は
止
め
ま
し
た
。

心
理
士
に
な
る
た
め
に
は
、
教
養
学
部
心
理
学
群
の

必
要
科
目
を
修
得
し
た
後
、
大
学
院
に
入
学
し
実
習

経
験
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
心
疾
患
を

持
っ
た
ま
ま
で
の
勉
強
は
負
担
が
か
か
り
過
ぎ
る
の

で
す
。
た
だ
、
折
角
、
入
学
し
た
の
で
卒
業
だ
け
は

し
よ
う
と
教
養
学
部
の
学
位
は
頂
き
ま
し
た
が
、
臨

床
心
理
士
へ
の
道
は
、
半
ば
に
し
て
挫
折
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
か
ら
、
健
康
の
為
に
、
週
末
に
は
四
国

の
中
の
山
峰
を
巡
る
低
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
始
め
、

こ
れ
で
体
力
が
つ
い
て
健
康
の
維
持
増
進
に
役
立
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
愛
犬
と

朝
夕
の
散
歩
を
す
る
こ
と
だ
け
が
健
康
の
砦
と
な
っ

て
い
ま
す
が
。

　

最
後
の
職
場
で
あ
っ
た
「
ユ
ー
ザ
協
会
」
を
辞
め
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
を
卒
業
し
た
の
が
65
才
の
時
で
、

そ
の
後
２
、３
年
は
年
に
数
カ
月
間
、
協
会
の
手
伝

い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
亡
父
の
蔵
書

を
整
理
し
て
い
る
と
、
土
佐
の
郷
土
史
関
連
の
書
籍

が
か
な
り
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
読
ん
で
い
る
内
に
自

分
で
も
何
か
書
き
残
し
て
み
た
い
、
私
の
生
き
た
証

し
を
ど
こ
か
に
小
さ
な
引
っ
掻
き
傷
位
、
遺
せ
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
て
試
み
に
、
気
に
な
っ
た
史
料
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
描
く
う
ち
に
、
少
し
づ
つ

物
語
の
輪
郭
が
出
来
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
２
０
２
１
年
の
６
月
に
上
梓
し
た
の
が
「
中
津
刀

禰
（
な
か
つ
と
ね
）
日
記
～
長
宗
我
部
元
親
創
業
の

頃
の
戦
い
～
」
上
下
二
冊
本
で
す
。
本
名
で
出
す
の

は
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
、「
羽
田　

正
也
」
と
い

う
筆
名
を
使
っ
た
こ
の
作
品
が
、
幸
い
な
こ
と
に
令

和
３
年
度
の
「
第
五
十
五
回
椋
庵
文
学
賞
」
を
頂
き

ま
し
た
。

　

主
人
公
は
、
高
知
市
愛
宕
山
を
中
心
に
、
古
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
港
と
し
て
繁
栄
し
た
中
津
の
浦
役

人
刀
禰
で
あ
る
、
重
松
伊
織
と
い
う
人
物
で
、
そ
の

目
を
通
し
て
後
に
戦
国
大
名
と
し
て
四
国
を
席
捲
し
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た
長
宗
我
部
元
親
の
、
若
年
の
頃
の
活
躍
の
軌
跡
を

描
い
た
歴
史
小
説
で
す
。
古
来
、
高
知
市
の
北
に
位

置
す
る
秦
泉
寺
地
区
は
帰
化
人
秦
（
は
た
）
氏
の
一

族
が
定
着
し
、
早
く
か
ら
開
け
た
場
所
で
あ
り
、
今

で
も
土
地
を
掘
り
返
す
と
遺
跡
だ
ら
け
で
、
こ
う
い

う
所
は
高
知
市
内
で
も
、
こ
こ
と
西
部
の
朝
倉
町
位

し
か
な
い
そ
う
で
す
。そ
の
頃
は
愛
宕
山
は
角
崎（
つ

の
さ
き
）
と
言
わ
れ
、
内
陸
深
く
ま
で
入
り
込
ん
だ

浦
戸
湾
内
の
岬
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
然
、
今
の

高
知
市
内
の
殆
ど
は
浦
戸
湾
の
海
水
が
洗
う
海
岸
地

帯
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
昔
の
土
佐
は
大

津
に
上
陸
し
、
そ
こ
か
ら
東
、
北
東
に
進
ん
だ
南
国

市
岡
豊
（
お
こ
う
）
や
国
分
（
こ
く
ぶ
）
が
中
心
で
、

所
謂
国
衙
が
あ
り
国
分
寺
が
あ
っ
た
の
は
、
現
在
の

高
知
市
で
は
な
く
こ
の
南
国
市
内
で
す
。
こ
の
浦
戸

湾
沿
岸
は
、
大
津
を
含
め
た
東
部
を
長
宗
我
部
家
が

領
有
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
津
、
小
津
及
び
大

高
坂
山
を
含
め
西
岸
一
帯
を
朝
倉
に
巨
大
な
城
郭
を

築
き
、
当
時
土
佐
で
は
最
大
、
最
強
の
豪
族
と
言
わ

れ
た
本
山
家
が
領
有
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の

家
は
旧
来
、
様
々
な
因
縁
が
あ
り
、
ま
た
、
血
縁
関

係
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
弱
小
で
あ
っ
た
長
宗
我
部

家
が
、
最
強
の
本
山
家
に
戦
さ
を
挑
み
、
本
山
家
を

朝
倉
か
ら
故
地
で
あ
る
長
岡
郡
本
山
郷
に
追
い
払
う

ま
で
の
経
緯
を
、
本
山
家
の
連
枝
で
あ
っ
た
刀
禰
重

松
伊
織
を
通
し
て
描
い
た
の
が
私
の
小
説
で
す
。

構
想
で
は
、
こ
の
後
に
、
安
芸
市
に
本
拠
を
構
え
た

安
芸
国
虎
と
の
戦
い
、
そ
の
後
の
安
芸
郡
東
部
の

群
小
領
主
と
の
戦
い
、
四
万
十
市
中
村
に
御
所
を
経

営
し
た
土
佐
一
條
家
と
の
戦
い
を
描
き
、
土
佐
国
統

一
ま
で
を
ひ
と
つ
の
長
編
物
語
と
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
、
そ
の
後
は
慶
長
年
間
、
元
親
の
子
息
盛
親

が
大
坂
夏
の
陣
後
、
刑
死
す
る
ま
で
を
幾
つ
か
の
歴

史
上
の
事
件
に
眼
を
当
て
た
連
作
中
編
小
説
と
し
て

描
き
、
私
の
長
宗
我
部
物
の
描
き
納
め
に
し
た
い
と

壮
大
な
事
を
考
え
て
い
ま
す
。
死
ぬ
ま
で
に
果
た
さ

れ
る
で
し
ょ
う
か
、
判
り
ま
せ
ん
。
今
は
、
中
津
刀

禰
日
記
の
続
編
と
な
る
時
代
の
物
語
を
描
い
て
い
ま

す
、
同
時
に
、
土
佐
史
談
会
か
ら
依
頼
さ
れ
、
来
年

の
１
月
に
オ
ー
テ
ピ
ア
で
史
談
会
主
催
の
歴
史
講
座

で
話
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
準
備
の
た

め
史
料
集
め
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

五
十
の
始
め
頃
、
老
後
の
事
を
色
々
思
案
し
て
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
な
、
そ
れ
か
ら
、
様
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
き
た
が
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
も
見
舞

わ
れ
、
な
か
な
か
思
っ
た
よ
う
に
は
物
事
は
進
ま
な

か
っ
た
、
し
か
し
、
生
き
て
い
る
と
何
か
し
ら
、
開

け
て
来
る
道
が
あ
る
よ
う
で
、
要
は
余
り
考
え
込
ま

ず
に
、
そ
の
時
、
そ
の
時
の
勢
い
に
流
さ
れ
な
が
ら

単
に
生
き
て
来
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
な
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
自
分
の
生
き
様
を
追
認
し
、
そ
う
な
る
が

や
っ
た
が
や
―
と
観
念
す
る
こ
と
で
、
次
の
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
て
、
や
っ
と
今
に
繋
が
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
に
様
々
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
方
々
の
好
誼
に
感
謝
し
つ
つ
、
健

康
に
留
意
し
少
し
で
も
長
く
生
き
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

《中津刀禰（なかつとね）日記　上下二冊本》 《「第五十五回椋庵文学賞」受賞》



－24－

第２０１号 令和５年１月四　国　電　友　会
◇　

青
野　

政
司
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

兎
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
プ
力
は
、
ま
っ
た
く
無
く
な

り
ま
し
た
が
、
日
々
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン

グ
に
て
下
半
身
の
老
化
を
少
し
で
も
防
ぐ
こ
と
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
長
寿
で
フ
レ
イ
ル
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◇　

石
丸　

千
恵
子
（
今
治
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

83
才
の
誕
生
日
に
こ
の
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
、
人
口
関
節
入
替
手
術
な
ど
大
病
も
し

ま
し
た
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
治
癒
し
ま
し
た
。
お
か
げ

様
で
、
今
身
体
の
痛
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
歯
耳
目
な
ど
年
相
応
に
ガ
タ
は
来
て
い

ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
、
食
べ
る
こ
と
は
疎
か
に
せ
ず

三
食
き
っ
ち
り
頂
く
そ
し
て
遊
ぶ
で
す
。
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
ず
何
事
も
善
に
と
る
。

　

俳
句
会
に
月
３
、４
日
ゴ
ル
フ
に
月
３
回
程
度

行
っ
て
い
ま
す
。
何
も
な
い
日
は
４
千
歩
程
度
歩
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
投
稿
で
き
る
事
幸
を
感
じ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
今

　

今
月
号
は
、「
年
男
」「
年
女
」
の
方
々
を
中
心
に

近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇　

磯
野　

英
作
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

近
年
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
残
り
の
人
生
を
ど
う

楽
し
く
過
ご
す
か
と
い
う
終
活
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
家
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
、

韓
国
ド
ラ
マ
や
映
画
に
明
け
暮
れ
る
日
々
が
続
き
ま

し
た
が
、
秋
か
ら
趣
味
の
旅
行
や
友
人
と
の
音
楽
活

動
も
や
っ
と
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
軽
井
沢
や
紅
葉

の
大
山
に
も
行
き
ま
し
た
。
12
月
に
は
、
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
で
演
奏
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
元
気
印

で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

◇　

井
上　

信
治
（
高
松
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
と
云
う
と
、
ま
だ
若
い
感
じ
が
し

ま
す
が
、
84
才
の
年
男
と
云
う
と
、
老
い
た
老
人
の

気
が
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
に
元
気
で
い
ら
れ
る
の

は
丈
夫
な
体
を
与
え
て
く
れ
た
親
、感
謝
感
謝
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
元
気
の
素
は
、
書
道
や
表
装
教
室
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
多
く
の
人
と
出
会
い
、
触

れ
あ
い
す
る
こ
と
で
脳
が
活
性
化
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
日
々
新
」（
写
真
）
の
気
持
ち
で
、

あ
と
わ
ず
か
の
人
生
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

《写真の字は自書　写真はOBの仁木さん撮影》

《お孫さんと》
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印
藤　

博
康
（
阿
波
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

退
職
し
て
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
年
月
の

過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
６
回
目
の
年
男
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
昨
年
、人
生
で
初
め
て
病
気
で
入
院
し
ま
し
た
。

死
ぬ
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
平
均
寿
命
ぐ
ら

い
ま
で
生
き
る
の
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
一

日
一
日
を
大
切
に
し
、
充
実
し
た
楽
し
い
人
生
に
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

大
西　

国
明
（
松
山
市　

Ｈ
５
年
退
）

　

磁
石
式
交
換
機
、
共
電
式
交
換
機
、
Ａ
形
自
動
交

換
機
、
Ｘ
Ｂ(

ク
ロ
ス
バ
ー)

交
換
機(

市
内
交
換

機
Ｃ
１~

Ｃ
４
）（
市
外
交
換
機
Ｃ
６
、
Ｃ
８
）
そ

し
て
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
へ
と
変
遷
さ
れ
た

が
、
そ
の
全
て
の
交
換
機
の
保
守
業
務
に
携
わ
り
そ

の
後
、
保
全
、
設
計
、
工
事
等
の
業
務
、
学
園
の
教

官
ま
で
電
話
交
換
機
関
係
一
筋
に
30
数
年
勤
め
さ
せ

て
頂
い
た
。
こ
の
会
報
を
見
る
た
び
に
大
勢
の
先
輩

諸
氏
ま
た
、
後
輩
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
お
陰
だ
と

今
さ
ら
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

自
身
84
才
だ
と
言
わ
れ
る
と
他
人
事
の
様
に
思
ま

す
が
、
現
実
に
自
分
だ
と
思
う
と
た
だ
驚
き
で
す
。

　

最
近
は
ボ
ケ
防
止
対
策
と
し
て
毎
日
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
脳
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
の
傍
ら
家
庭
菜
園
で
健
康
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

◇　

上
村　

良
香
（
美
馬
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

今
日
ま
で
、
病
気
や
ケ
ガ
も
せ
ず
健
康
で
72
才
の

年
女
を
迎
え
ら
れ
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
先
は
長
い
け
ど
？
頭
・
心
・
体
が
健
康
で
過
ご

せ
る
よ
う
気
楽
に
頑
張
り
ま
す
。

◇　

亀
田　

和
仁
（
松
山
市　

Ｈ
23
年
退
）

退
職
し
て
約
７
年
が
経
ち
ま
し
た
が
１
人
だ
っ
た
孫

も
５
人
と
な
り
、
成
長
を
楽
し
み
な
が
ら
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
役
時
に
計
画
し
て
い
た
四
国
八
十
八
ケ
所

巡
り
と
松
山
か
ら
車
で
の
東
北
・
北
海
道
観
光
を
退

職
後
に
達
成
で
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
今
年
で
35
年
目
と

な
り
、
月
に
２
回
の
奉
仕
（
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン

プ
等
）
を
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
山
地
区
で
は
国
際
交
流
事
業
に
も
携
わ
り
、
松

山
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
市
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
受
入
れ
と
松

山
市
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
へ
派
遣

し
、ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
年
男
の
72
才
、
元
気
な
う
ち
に
引
退
を
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
素
敵
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。《サクラメント受入れ市長表敬訪問（2列目左端が私）》
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亀
田　

勝
彦
（
松
山
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

愛
媛
県
ゴ
ル
フ
協
会
で
競
技
委
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
８
年
に
な
り
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
が
好
き
で
若
い
頃
に
は
よ
く
コ
ー
ス
に
出

か
け
ま
し
た
が
、
今
は
競
技
に
参
加
し
た
選
手
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

競
技
の
日
に
は
、
朝
５
時
起
き
し
て
ス
タ
ー
ト
前

の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
競
技
中
の
ト
ラ
ブ
ル
（
ル
ー

ル
の
適
用
等
）
対
応
な
ど
頭
と
体
を
使
う
の
で
、
し

ん
ど
い
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

晩
節
に
入
り
、
ゴ
ル
フ
競
技
に
関
わ
れ
る
の
は
と

て
も
幸
せ
で
す
。「
継
続
は
力
な
り
」
で
今
し
ば
ら

く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

河
井　

壮
次
（
那
賀
町　

Ｈ
11
年
退
）

　

気
が
つ
け
ば
80
代
半
ば
で
す
。

　

70
才
か
ら
何
を
し
て
き
た
の
か
思
い
出
せ
ま
せ

ん
。
小
百
姓
の
精
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
春
が
来
れ

ば
野
菜
づ
く
り
、
夏
は
草
刈
り
、
秋
は
穫
り
入
れ
の

繰
り
返
し
で
、
結
構
追
わ
れ
追
わ
れ
て
一
年
が
過
ぎ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

世
間
に
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
俳
句
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、

ど
れ
も
一
向
に
上
達
し
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
役
に
立

つ
こ
と
は
あ
ま
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇　

河
野　

憲
治
（
小
松
島
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

６
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
の
校
Ｏ
Ｂ
会
（
歴

史
文
化
）・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
健
歩
会
・
県
立
博
物
館
等

の
講
座
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
旧
Ｊ
Ｒ
小
松
島
線
跡

の
遊
歩
道
を
歩
い
て
、
小
松
島
市
立
図
書
館
へ
も
よ

く
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
と
会
っ
て
、
過
去
の
話
を

す
る
の
は
い
い
で
す
ね
。

◇　

日
下　

公
明
（
阿
南
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

孫
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
、
学
校
で
の
出
来

事
な
ど
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

孫
た
ち
が
元
気
で
の
び
の
び
と
楽
し
く
、
す
く
す

く
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◇　

佐
藤　
　

清
（
吉
野
川
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

戦
国
の
時
代
織
田
信
長
は
「
人
間
50
年
天
下
の
内

く
ら
ぶ
れ
ば
、夢
幻
の
如
く
な
り
っ
て
」
言
っ
た
が
、

令
和
の
今
人
生
１
０
０
歳
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
を
重
ね
６
回
目
の
年
男
と
な
り
人
生
１
０
０
年

と
考
え
る
と
、
後
30
年
し
か
無
い
と
思
う
か
、
ま
だ

30
年
も
あ
る
と
思
う
か
気
持
ち
の
持
ち
方
で
毎
日
の

過
ご
し
方
が
違
っ
て
く
る
と
思
い
前
向
き
に
考
え
、

健
康
に
留
意
し
て
明
る
く
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　

健
康
の
た
め
週
５
回
水
泳
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

◇　

三
馬　

定
芳
（
北
島
町　

Ｈ
19
年
退
）

　

平
成
19
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
、
７
年
間
通
建
会

社
に
お
世
話
に
な
り
、
永
年
退
職
の
日
々
も
早
８
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
休
日
と
な
り
現
在
は
、
定
期
健
診
を
受
け
な

が
ら
、
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
等
で
、
体
力
・

健
康
（
心
身
）
維
持
の
為
、
あ
ま
り
無
理
せ
ず
取
り《松の剪定（11月）》



－27－

第２０１号 令和５年１月四　国　電　友　会
組
ん
で
い
ま
す
。
余
裕
の
で
き
た
時
間
は
、
庭
木
の

剪
定
や
半
畳
程
の
庭
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
収
穫
の
喜
び

を
楽
し
み
な
が
ら
、家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
も
比
較
的
安
心
な
磯
釣
り
も
徳

島
県
連
の
大
会
や
「
高
知
酔
釣
会
」
と
の
懇
親
大
会

等
に
参
加
し
、
心
身
の
癒
し
と
新
鮮
な
魚
を
味
わ
い

な
が
ら
、
趣
味
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　

息
子
２
人
は
、千
葉
と
大
阪
で
居
を
構
え
、孫
（
男

３
人
）
の
帰
省
は
年
に
１
～
２
回
、「
爺
～
爺
」“
釣

り
に
行
こ
”“
蝉
取
り
は
”が
心
待
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
“
何
し
よ
ん
”
が
口

癖
の
44
年
連
れ
添
っ
た
家
内
に
感
謝
し
つ
つ
、
次
回

の
年
男
を
目
標
に
、「
日
々
精
進
」
の
今
日
こ
の
頃

で
す
。

◇　

清
水　

茂
昭
（
観
音
寺
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

退
職
と
同
時
に
45
年
振
り
郷
里
に
戻
り
、
専
業
農

家
で
あ
っ
た
父
か
ら
家
業
を
引
継
ぎ
、
①
米
・
野
菜

作
り
が
も
っ
ぱ
ら
の
農
仕
事
、
②
６
年
前
に
縁
を
得

た
俳
句
を
詠
む
、
③
地
域
の
お
世
話
活
動
の
三
本
柱

を
余
生
の
基
本
に
据
え
、
元
気
に
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
月
４
回
の
俳
句
会
、
月
１
回
の
市
民
大
学
で

の
学
習
発
表
、
随
時
の
郷
土
史
研
究
を
兼
ね
た
文
化

財
保
護
活
動
等
を
通
じ
て
の
仲
間
ら
と
の
交
流
は
、

日
々
新
し
き
こ
と
を
識
る
楽
し
き
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
「
吾
が
余
生
ペ
ン
と
鍬
な
り
山
笑
ふ
」

で
す
。

◇　

杉
本　
　

勲
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

第
二
の
人
生
の
始
ま
り
は
「
毎
日
が
日
曜
日
」
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
・
・
・
。

　

退
職
後
、
健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
始
め
た
家
庭

菜
園
、
当
初
思
う
よ
う
な
収
穫
も
な
く
、
少
し
ず
つ

手
を
入
れ
、
今
で
は
季
節
ご
と
の
野
菜
を
収
穫
し
、

近
所
の
人
に
お
裾
分
け
を
し
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
友
人
と
の
月
１
回
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
若
い
と
感
じ
る
今
日
の
こ
の
頃
で
す
が

年
男
（
６
回
目
）
の
72
才
、次
の
年
男
ま
で
は
、ゆ
っ

く
り
と
無
理
を
せ
ず
元
気
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

《帆立磯にて》

《令和4年11月９日由布院にて
日比谷の戦友と紅葉を楽しむ》
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◇　

瀬
部�

吉
輝
（
松
山
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

６
度
目
の
兎
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
心

身
は
年
相
応
？
に
経
年
劣
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

お
蔭
さ
ま
で
特
定
健
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
か
病
院

に
は
お
世
話
に
な
ら
ず
に
何
年
も
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

雨
の
日
以
外
は
続
け
て
い
る
毎
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
週
４
回
の
ジ
ム
通
い
で
筋
ト
レ
と
運
動
で
汗
を
流

し
て
い
る
の
が
良
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
２
年
は
義
兄
（
74
才
）
と
義
父
（
94
才
）

の
葬
儀
が
あ
り
天
寿
や
死
後
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
り
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
作
成
に
挑

戦
し
、
デ
ジ
タ
ル
資
産
な
ど
気
に
な
っ
て
い
る
内
容

を
ま
と
め
る
良
い
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

◇　

高
瀬　
　

巌
（
松
山
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

27
年
前
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
、
関
連
会
社
に
勤

め
て
い
ま
し
た
が
体
調
を
崩
し
て
、
毎
日
が
日
曜
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
花
と
野
菜
づ
く
り
と
、
週
３
～
４
回
の
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
を
日
課
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
３

年
前
か
ら
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
柴
犬
を
飼
う
こ
と

と
な
り
、
朝
夕
の
散
歩
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
前
に
実
施
し
た
小
・
中
学
校
の
同
級
生
と

の
「
傘
寿
の
会
」
で
の
約
束
し
た
「
米
寿
の
会
」
へ

の
集
ま
り
を
楽
し
み
に
気
力
・
体
力
の
維
持
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

◇　

高
橋　

昭
恒
（
新
居
浜
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

時
の
流
れ
の
速
さ
を
強
く
感
じ
る
日
々
で
す
が
、

ま
あ
ま
あ
元
気
で
、
自
転
車
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

◇　

高
橋　

英
雄
（
四
国
中
央
市　

Ｈ
11
年
退
）

　

正
直
、
こ
の
歳
ま
で
生
き
る
と
は
思
っ
て
も
見
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

73
才
の
時
に
は
、
剱
岳
へ
の
登
り
、
78
才
ま
で
は

高
い
山
に
も
登
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
80
才
の
声
を

聞
い
て
か
ら
は
そ
れ
も
叶
わ
な
く
な
り
、
今
は
夫
婦

共
々
持
病
と
付
き
合
い
な
が
ら
、
今
年
、
大
学
院
の

博
士
課
程
へ
進
む
孫
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら

《ジム風景》

《風景（満月）》《風景（夜明け）》
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生
活
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇　

高
畑　

敏
一
（
板
野
町　

Ｈ
７
年
退
）

　

毎
日
わ
ん
ち
ゃ
ん
（
柴
犬
）
と
散
歩
す
る
の
が
、

日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

気
分
転
換
の
た
め
毎
日
コ
ー
ス
を
変
え
な
が
ら
散

歩
し
て
い
る
の
で
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
町
内
の
体
育
館
で
、
カ
ロ
リ
ー
ン
グ
（
高
齢

者
ス
ポ
ー
ツ
）
競
技
に
参
加
し
て
体
を
動
か
し
て
い

る
の
で
今
で
は
健
康
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
少
し
体
調
を
崩
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
元

気
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

◇　

竹
下　

遊
亀
（
高
知
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

リ
タ
イ
ア
後
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
約
6.5
㎞
：
一
日
70

分
位
）
を
始
め
て
、
今
年
で
21
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

あ
る
会
合
で
先
輩
（
恩
師
）
か
ら
、
教
育
哲
学
者

の
方
の
言
葉
と
し
て
「
人
間
は
歩
く
だ
け
で
よ
い
。

足
は
大
切
だ
。
人
間
は
考
え
る
足
だ
。
そ
の
証
拠
に

身
体
の
半
分
は
足
だ
。」
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
も
励

み
に
な
っ
て
今
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

山
あ
い
の
田
舎
の
集
落
に
生
ま
れ
育
ち
、
山
肌
に

し
が
み
つ
い
て
い
る
何
気
な
い
低
木
を
見
て
育
っ
て

き
た
私
に
は
、
何
年
か
か
け
て
日
曜
市
で
求
め
て
き

た
、
盆
梅
、
馬
酔
木
、
沈
丁
花
、
梔
子
、
侘
助
、
柊

な
ど
の
低
木
、
そ
し
て
す
だ
ち
、
柚
子
な
ど
柑
橘
類

と
共
生
し
て
い
る
。

　

そ
の
時
季
が
来
れ
ば
、
狭
い
庭
の
中
で
あ
る
が
、

素
朴
な
ま
ま
の
花
を
咲
か
せ
、
香
気
を
春
風
、
薫
風

に
の
せ
て
く
れ
る
。
加
齢
も
手
伝
っ
て
か
何
故
か
親

し
み
を
感
じ
る
。
質
素
で
気
負
い
の
な
い
花
の
美
し

さ
を
見
、
匂
い
も
嗅
ぎ
分
け
ら
れ
る
な
ど
、
今
の
と

こ
ろ
五
感
の
機
能
は
脳
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、
健
康
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
の
一
つ
で
も
あ
る
か
な

と
思
っ
て
い
る
。

　

７
月
末
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
男
の
平
均
寿
命

は
８
１
．４
７
才
と
か
、
小
生
今
年
81
才
に
な
り
ま

し
た
。
健
康
寿
命
で
も
っ
て
も
う
少
し
晩
酌
も
楽
し

も
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

立
花　

武
博
（
宇
和
島
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
で
旅
行
を
し
ば
ら
く

控
え
て
い
ま
し
た
が
、少
し
落
ち
着
い
て
き
た
今
秋
、

全
国
旅
行
支
援
制
度
の
補
助
も
あ
り
、
古
都
鎌
倉
・

富
士
・
箱
根
・
伊
豆
へ
の
二
泊
三
日
の
ツ
ア
ー
に
連

れ
添
い
と
と
も
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
３
年

ぶ
り
の
旅
行
は
格
別
で
、
夕
食
に
は
旅
行
ク
ー
ポ
ン

を
利
用
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
類
も
少
々
追
加
。

　

写
真
は
最
終
日
箱
根
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
駒
ヶ
岳

山
頂
へ
登
っ
た
際
に
写
し
た
一
枚
で
す
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
頂
上
付
近
が
積
雪
で
白
く
な
っ
た
富
士
山

を
連
日
見
る
こ
と
が
で
き
て
良
い
旅
行
で
し
た
。

◇　

田
中　

克
彦
（
高
知
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

独
居
。
視
覚
障
が
い
に
な
り
、読
み
書
き
出
来
ず
。

耳
も
遠
く
な
り
、
加
え
て
加
齢
に
よ
る
「
疾
患
」
数

多
。

　

コ
ロ
ナ
と
相
ま
っ
て
籠
も
っ
て
い
ま
す
。（
殆
ど

う
た
た
寝
で
す
が
・
・
）
食
欲
は
あ
り
ま
す
。
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ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
孫
が
沖
縄
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
と
の

事
で
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
若
い
二
人
の
笑
顔
と

石
垣
島
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
見
て
心
が

ホ
ッ
と
和
み
生
き
る
元
気
が
で
ま
し
た
。

◇　

谷
本　
　

智
（
坂
出
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
28
年
、ド
コ
モ
、ド
コ
モ
サ
ー

ビ
ス
を
経
て
平
成
14
年
に
完
全
退
職
。

　

現
在
、
妻
と
二
女
一
家
四
人
と
同
居
生
活
で
す
。

退
職
後
10
年
間
は
開
館
直
後
の
香
川
県
立
歴
史
博
物

館
（
現
、香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
の
展
示
解
説
・

香
川
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
郷
土
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

◇　

谷
口　
　

悟
（
松
山
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

今
年
で
６
回
目
の
年
男
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
常
は
朝
、
近
所
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
そ
の
後

家
庭
菜
園
と
自
宅
の
庭
の
草
花
へ
の
水
や
り
を
行
い

８
時
頃
に
は
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
終
了
し
ま

す
。

　

身
体
は
、
卯
年
生
ま
れ
と
は
い
え
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ

ん
跳
ね
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
通
常
の
生
活
は

送
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
も
そ
こ
そ
こ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
嫌
わ
れ
な
い
年
寄
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

◇　

谷
村　

祥
一
（
石
井
町　

Ｈ
24
年
退
）

　

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

◇　

谷
本　

サ
カ
江
（
さ
ぬ
き
市　

Ｈ
５
年
退
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
を
言
え
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
秋
、
夫
喜
彦
死
去
の
た
め
、
昨
年
は
お
め

で
と
う
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
夫
の

最
期
を
看
取
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
死
を
受
け
入

れ
ら
れ
ず
生
き
る
気
力
も
な
く
な
っ
て
い
る
時
、
新

聞
で
「
歎
異
抄
を
ひ
ら
く
」
を
知
り
、
こ
れ
を
読
ん

だ
り
臨
書
し
ま
し
た
が
、
難
し
く
て
私
の
心
に
響
き

《石垣島にて》

《初夏の国営讃岐まんのう公園》
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平
成
25
年
に
発
足
し
た
坂
出
市
史
の
編
さ
ん
事
業

に
編
さ
ん
委
員
と
し
て
参
加
。
以
後
、
本
年
ま
で
の

10
年
間
は
史
跡
や
民
俗
調
査
、
古
文
書
類
の
解
読
、

原
稿
の
執
筆
、編
集
会
議
な
ど
日
々
暇
な
し
で
し
た
。

市
史
編
さ
ん
事
業
は
令
和
５
年
３
月
末
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
現
在
は
膨
大
な
資
料
の
片
づ
け
・
整
理
中

で
す
。

　

今
後
は
、
庭
木
の
手
入
れ
や
、
細
や
か
な
家
庭
菜

園
な
ど
晴
耕
雨
読
の
生
活
を
夢
見
て
い
ま
す
。

◇　

田
渕　

修
三
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

退
職
し
て
か
ら
早
や
10
年
を
超
え
ま
し
た
。

　

電
電
四
国
野
球
部
に
入
り
、
都
市
対
抗
出
場
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
硬
式
野
球
部
を
卒
業
後
、

地
元
大
洲
市
長
浜
町
で
子
供
た
ち
に
野
球
を
教
え
、

45
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

　

現
在
は
監
督
を
退
い
て
チ
ー
ム
の
代
表
者
と
し
て

長
浜
ボ
ー
イ
ズ
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
息
子
が
松
山

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
監
督
で
す
。
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
は
７
回
目
の
年
男
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
な

い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◇　

土
居　

さ
わ
子
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

退
職
後
は
じ
め
て
の
年
女
を
迎
え
ま
す
。
年
が
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
矍
鑠
と
し
た
98
才
の
義
母

を
見
る
に
つ
け
、
私
は
ま
だ
ま
だ
若
い
の
だ
と
気
合

を
入
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。（
笑
）

　

週
１
回
の
着
つ
け
（
和
裁
）
教
室
は
楽
し
い
。
我

が
身
と
相
談
し
な
が
ら
、
や
り
た
い
事
を
や
ろ
う
、

と
思
い
ま
す
。

　

時
間
に
支
配
さ
れ
な
い
今
の
生
活
が
続
き
、
貧
乏

だ
け
ど
笑
顔
で
毎
日
が
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
新

し
い
年
を
迎
え
た
い
で
す
。

　

平
和
な
世
界
が
続
き
ま
す
よ
う
に
！

◇　

豊
永　

佳
代
（
高
知
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

第
６
回
目
の
年
女
か
・
・
・
。

　

や
は
り
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
、
耳
・
足
・
腰
等

に
老
い
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
、
や
っ
て
き
ま
す
な
。

　

早
く
、
コ
ロ
ナ
等
が
完
全
に
終
息
し
て
、
足
腰
が

動
け
る
う
ち
に
、
最
近
出
来
た
ジ
ブ
リ
や
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
と
や
ら
に
行
き
、

後
は
の
ん
び
り
と
温
泉
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
な
。

　

今
度
の
年
女
に
な
る
ま
で
は
、
も
う
少
し
体
力
・

ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
て
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

　

そ
れ
で
は
皆
様
ご
き
げ
ん
よ
う
。

《着つけ教室仲間と会食時に
自分の着つけ参加（コロナ前）》
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長
尾　

弘
子
（
高
松
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

退
職
し
て
早
や
28
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

息
子
達
も
独
立
、
孫
達
も
社
会
人
と
な
り
、
現
在

は
夫
と
二
人
暮
ら
し
、
揃
っ
て
の
病
院
通
い
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
た
私
が

２
年
前
に
リ
ウ
マ
チ
と
い
う
病
に
な
り
当
時
は
大
変

悔
み
ま
し
た
。
し
か
し
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
、
今
で
は
納
得
。

　

近
く
に
住
む
息
子
夫
婦
や
甥
達
の
優
し
い
言
葉
に

感
謝
し
つ
つ
、
老
々
二
人
で
協
力
し
な
が
ら
の
毎
日

で
す
。
今
は
ゆ
っ
た
り
と
心
穏
や
か
に
時
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
。

　

皆
様
、
お
体
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇　

永
田　

三
圃
（
宇
和
島
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

今
年
の
春
、長
年
か
わ
い
が
っ
て
い
た
愛
犬
の「
キ

ラ
ラ
」
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
も
う
淋
し
く
て
、
淋

し
く
て
す
ぐ
に
涙
が
出
て
、
ペ
ッ
ト
ロ
ス
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
娘
と
孫
が
見
か
ね
て
、
坐

骨
神
経
痛
で
あ
ま
り
歩
け
な
い
私
に
、
猫
を
飼
っ
た

ら
と
保
護
猫
セ
ン
タ
ー
で
、
か
わ
い
い
三
毛
猫
チ
ャ

ン
を
も
ら
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
猫
の
「
エ
リ
ィ
ー
」
の
世
話
で
毎
日
忙

し
く
、
身
体
を
動
か
し
た
り
、
お
話
を
し
た
り
し
て

楽
し
く
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

◇　

中
西　
　

武
（
松
前
町　

Ｒ
１
年
退
）

　

令
和
１
年
に
退
職
、
四
国
通
建
株
式
会
社
に
再
就

職
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

車
通
勤
で
毎
日
朝
早
く
出
発
す
る
こ
と
か
ら
、
大

好
き
な
酒
も
控
え
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

退
職
前
に
始
め
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
て
お
り
、

各
地
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
旅
行
も
兼
ね
て
参
加
す
る

こ
と
を
楽
し
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
こ
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め

大
会
が
中
止
と
な
り
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
や
っ
と
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
張

り
切
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
60
才
と
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

中
原　
　

稔
（
小
松
島
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

昭
和
57
年
、
18
才
の
と
き
西
条
報
話
局
・
線
路
宅

内
課
で
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
平
成
30
年
に

行
政
書
士
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
。
毎
日
そ
れ
な
り
に

忙
し
く
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
と
と
し
か
ら
は
、家
庭
裁
判
所
の
審
判
を
経
て
、

自宅にてスマホで息子がパチリ
（R4.11月）

《コロナ前にお友達と北海道旅行
（左から2人目が私）》
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身
寄
り
の
な
い
方
の
「
成
年
後
見
人
」 

を
務
め
て
い

ま
す
。
成
年
後
見
人
と
は
、
家
裁
や
市
役
所
、
施
設

関
係
者
ら
と
連
携
し
て
、
ご
本
人
の
た
め
に
多
岐
に

わ
た
る
事
務
を
す
る
の
が
役
目
で
す
。

　

何
ら
か
の
法
律
的
な
問
題
を
抱
え
た
方
や
低
所
得

者
、
親
族
が
い
て
も
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
支

援
を
し
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
折
衝
事
も
多
い
の
で
す

け
ど
、
電
電
公
社
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
の
（
故
障
修
理
で

の
お
客
様
対
応
や
、
設
備
企
画
担
当
に
居
た
時
の
） 

経
験
、
学
ん
だ
ス
キ
ル
が
今
に
な
っ
て
、
と
て
も
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。
責
任
は
重
い
で
す
け
ど
、
で
き

る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
還
暦
を
迎
え
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
ヒ
ヨ
ッ
コ
。

健
康
管
理
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

皆
さ
ま
も
よ
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

◇　

中
村　

俊
行
（
坂
出
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

か
つ
て
50
代
前
半
に
脳
梗
塞
。
昨
年
は
新
春
か
ら

10
時
間
余
の
心
臓
手
術
。

　

今
じ
ゃ
香
川
支
店
看
視
員
室
に
席
無
し
、籍
無
し
。

一
年
近
い
自
宅
療
養
の
日
々
。

　

６
回
目
の
年
男
は
、
で
も
生
き
て
い
る
。
さ
あ
、

ど
う
す
る
脳
心
臓
ポ
ン
コ
ツ
じ
い
さ
ん
。
よ
っ

し
ゃ
！
出
直
し
や
！
ま
ず
は
、
孫
育
補
助
か
ら
（
結

構
し
ん
ど
い
）（
笑
）
介
護
食
も
含
め
手
料
理
も
覚

《孫とテレビでも見るかな
Ｅテレ「じぃじといっしょ」なんて

やってへんなぁ・・。》

《ABCクッキングスタジオにて
インストラクターのお嬢さんと・・（デレ）

マスクしてるから堪忍やで。》

え
な
い
か
ん
の
う
。
第
４
コ
ー
ナ
ー
終
わ
っ
て
ラ
ス

ト
直
線
も
半
分
過
ぎ
た
ぞ
！
バ
カ
サ
バ
イ
バ
ー
や

で
・
・
。
次
の
年
男
ま
で
。

◇　

永
易　

喜
久
雄
（
新
居
浜
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

年
男
84
才
元
気
で
す
。
毎
日
一
万
歩
目
標
に
歩
い

て
い
ま
す
。（
雨
の
日
は
五
千
歩
）

　

家
族
（
子
供
二
人
と
孫
四
人
曾
孫
二
人
４
年
生
）

と
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
妻
が
病
気
の
他
全
息

災
で
す
。

　

趣
味
が
た
く
さ
ん
で
整
理
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
兎
の
よ
う
に
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
跳
ね
元
気
で

過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
元
気
で
！

◇　

西
岡　

博
則
（
松
前
町　

Ｈ
29
年
退
）

　

元
気
で
す
。

　

少
し
の
階
段
の
昇
り
で
も
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
時

が
あ
り
、
ス
テ
ッ
パ
ー
を
使
用
し
足
踏
み
運
動
を
し

て
体
力
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
ま
せ
ん
が
、
近
く
の

池
の
カ
モ
な
ど
を
見
て
息
抜
き
を
し
て
い
ま
す
。
早

く
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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◇　

西
山　

信
雄
（
多
度
津
町　

Ｈ
６
年
退
）

　
「
私
７
回
目
の
年
男
・
孫
娘
初
め
て
の
年
女
」

　

孫
娘
か
ら
兎
年
が
き
た
ら
二
人
で
年
男
と
年
女
の

お
祝
い
を
し
よ
う
ね
、
そ
の
時
私
が
お
酌
を
し
て
あ

げ
る
か
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
て
。と
う
れ
し
い
言
葉
。

春
休
み
に
は
最
高
の
お
酒
が
飲
め
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
は
人
生
百
年
時
代
や
か
ら
百
歳
ま
で
元

気
で
い
て
ね
。
次
の
兎
年
も
お
祝
い
し
て
あ
げ
る
か

ら
、と
言
う
。24
才
の
孫
娘
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
あ
と
２
～
３
年
は
大
丈
夫
か
な
と
い
う
の
が
本
音
。

　

和
田
茂
樹
著
「
八
十
歳
の
壁
」
に
80
才
を
過
ぎ
れ

ば
何
事
に
も
我
慢
せ
ず
好
き
な
事
を
し
て
生
き
る
。

こ
れ
が
寿
命
を
延
ば
す
最
強
の
秘
訣
、
と
あ
る
。

　

私
も
浮
世
の
こ
と
は
ほ
っ
と
い
て
、
毎
晩
ア
ル

コ
ー
ル
で
身
を
清
め
、
好
き
な
刺
身
と
焼
肉
で
体
力

を
増
強
し
、
残
り
少
な
い
余
生
を
目
標
に
向
か
っ
て

進
む
。
こ
れ
も
ま
た
素
晴
ら
し
き
人
生
か
な
。

　

夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
孫
娘
に
感
謝
。

　

皆
様
も
体
に
気
を
つ
け
て
生
き
が
い
の
あ
る
人
生

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇　

野
間
須　

昭
征
（
松
山
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

緑
内
障
の
手
術
を
し
て
か
ら
４
年
と
半
年
。
経
過

は
良
好
な
る
も
、
ル
ー
ペ
が
手
放
せ
な
い
。
家
の
周

り
の
散
歩
も
、
93
才
の
お
ば
あ
さ
ん
に
「
気
を
お
つ

け
な
、
こ
け
ら
れ
ん
よ
！
」
と
。

《居間でくつろぐ（柴犬2012年3月生まれの10歳の雄）》

　

50
代
半
ば
に
仕
事
の
心
労
（
？
）
か
ら
心
臓
を
患

い
、
そ
の
回
復
と
健
康
増
進
の
た
め
始
め
た
低
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
も
退
職
、
２
、３
年
前
に
過
重
に
な
り

や
め
て
、
今
は
、
朝
夕
の
犬
の
散
歩
が
健
康
維
持
の

日
課
で
す
。

　

相
棒
は
、
雄
の
茶
柴
で
名
前
は
「
い
っ
ち
ゃ
ん
」

　

６
人
目
の
孫
の
野
球
の
経
過
を
聞
く
の
が
楽
し
み

の
一
つ
。
勝
っ
た
ん
か
？
負
け
た
ん
か
？
ヒ
ッ
ト
は

打
っ
た
ん
か
？
と
。

　

来
年
は
曽
孫
の
誕
生
だ
。
顔
を
見
る
ま
で
は
と
毎

日
頑
張
っ
て
い
る
今
で
す
。

◇　

濱
田　

省
三
（
高
知
市　

Ｈ
22
年
退
）

と
い
う
の
で
す
が
、
そ
の
散
歩
含
め
日
々
１
万
歩
内

外
歩
い
て
い
ま
す
。
年
寄
り
の
健
康
維
持
に
は
、
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
畑
作
、
植
木
剪
定
な
ど
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
挫
折
し
ま
し
た
。
躯
が
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
、

無
理
は
い
け
ま
せ
ん
。

◇　

服
藤　

隆
康
（
今
治
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
早
い
も
の
で
28
年
が
過
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
84
才
と
な
り
７
回
目
の
年
男
で
す
。

こ
の
間
に
大
病
を
患
う
な
ど
色
々
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
お
陰
さ
ま
で
、
こ
の
年
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

最
近
は
、
体
調
維
持
の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
頭
の
体
操
で
囲
碁
な
ど
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
老
人
会
の
役
員
を
し
な
が
ら
終
活
に

努
め
、
健
康
第
一
で
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

◇　

藤
田　
　

清
（
徳
島
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
54
才
で
退
職
し
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
に
７
年

間
勤
め
ま
し
た
。

　

63
才
で
突
然
心
筋
梗
塞
に
な
り
、
無
事
回
復
し
ま

し
た
。
以
後
健
康
に
注
意
し
て
い
ま
す
が
、
老
化
は

進
み
ま
す
。
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脳
ト
レ
に
と
、
英
会
話
サ
ー
ク
ル
を
知
人
６
人
と

外
国
人
講
師
で
10
年
前
に
立
ち
上
げ
て
続
け
て
い
ま

す
。週
１
回
、２
時
間
、英
語
だ
け
の
時
間
で
す
。テ
ー

マ
を
決
め
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
、
世
間
話
し
や
雑

談
に
な
っ
て
い
ま
す
。
疲
れ
て
い
る
の
か
、
サ
ー
ク

ル
に
参
加
し
た
夜
は
よ
く
眠
れ
ま
す
。
我
流
の
脳
ト

レ
、
続
け
て
い
き
ま
す
。

◇　

藤
田　

典
久
（
新
居
浜
市　

Ｒ
３
年
退
）

　

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
３
年
に
39
年
間
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
生
活
を
卒

業
し
、
現
在
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
四
国
支
店
に
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
在
職
中
は
、
諸
先
輩
方
や
同
僚
、
職
場
の

仲
間
に
恵
ま
れ
、
本
当
に
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
「
卯
年
」
の
年
男
に
な
り
ま
す
が
、
公
私

と
も
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
大
き
く
跳
ね
て
飛
躍
出
来
る

よ
う
「
勇
往
邁
進
」
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

電
友
会
の
皆
様
に
と
っ
て
も
２
０
２
３
年
が
心
弾

む
「
卯
年
」
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇　

古
川　

芳
久
（
高
松
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

令
和
５
年
で
早
く
も
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
の
72
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
た
く

さ
ん
の
人
を
知
り
、
そ
の
人
達
に
助
け
ら
れ
て
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
49
年
、
51
年
に
台
風
で
小
豆
島
の
実
家
が
被

害
を
受
け
、
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
一
番
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
の
が
電
電
公
社

の
た
く
さ
ん
の
人
達
で
し
た
。
１
週
間
足
ら
ず
で
屋

根
し
か
見
え
て
い
な
か
っ
た
実
家
が
甦
っ
て
き
た
時

の
感
動
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

電
電
公
社
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
は
20
回
の
転
勤
を
重
ね

ま
し
た
が
、そ
の
都
度
素
晴
ら
し
い
同
僚
と
出
逢
い
、

《善通寺にて》

助
け
ら
れ
、
自
身
の
成
長
と
会
社
生
活
40
年
間
を
全

う
で
き
た
こ
と
。

　

家
庭
で
は
、
結
婚
し
て
48
年
に
な
る
私
の
奥
さ
ん

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
一
年
の
時
に
同
級
生
と

し
て
知
り
合
い
、24
才
で
結
婚
、単
身
赴
任
が
多
か
っ

た
私
の
代
わ
り
に
家
庭
を
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
感

謝
、
感
謝
で
す
。

　

現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
店
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
後
輩
の
現
役
の
人
達
に
私
が
今

ま
で
体
験
し
た
こ
と
を
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
苦
労
を
か
け
た
奥
さ
ん
、
地
域
の
人

達
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
健
康
で
、
そ
し
て
７
回
目
の
年
男
を
迎
え
、

ま
た
、
投
稿
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
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別
役　
　

秀
（
香
南
市　

Ｈ
29
年
退
）

国
が
全
国
一
番
乗
り
で
３
月
に
現
地
被
害
調
査
支
援

で
宮
城
県
内
を
走
り
回
り
ま
し
た
。
６
回
目
は
ど
の

よ
う
な
年
に
な
る
の
か
。
良
い
年
に
成
っ
て
欲
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

私
自
身
の
事
と
言
え
ば
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
町
内
会
長
を
任
さ
れ
な
が
ら
、
年
に
数
回
県
外
に

い
る
孫
５
人
と
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
ゴ

ト
ゴ
ト
し
て
ま
す
。
年
男
７
回
目
？
！

　

？
で
元
気
で
行
け
る
か
？ 

で
き
る
だ
け
頑
張
り 

ま
す
。

◇　

本
田　

丹
亨
（
松
山
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

68
才
で
仕
事
か
ら
完
全
リ
タ
イ
ア
し
、
以
来
ゴ
ル

フ
や
切
り
絵
で
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
80
代
に
入
る
と
白
内
障
の
手
術
、
膝

の
痛
み
、
動
脈
硬
化
に
起
因
す
る
痺
れ
等
で
自
ず
と

病
院
通
い
が
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。
同
じ
頃
妻
が
要

介
護
（
２
）
の
診
断
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
通
い
と
な
り
、

の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
楽
し
み
は
20
余
年
続
く
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
ゴ
ル
フ
番
組
を
み
な
が
ら
の
晩
酌
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
七
巡
目
の
卯
年
を
迎
え
、
夫
婦
共
々
『
そ

れ
な
り
』
に
元
気
に
暮
ら
せ
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇　

本
田　

恵
津
子
（
伊
予
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

退
職
し
て
か
ら
、
伊
予
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
一
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
講
習
会
を
受
け
地
域
に
広

め
る
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
あ
ま
り
活
動
は
出
来
て

い
ま
せ
ん
が
令
和
２
年
に
は
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
表

彰
状
を
戴
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
は
マ
ス
ク
を
し
て
で
す
が
、
週
１
回
体

操
（
歌
を
唄
い
な
が
ら
の
体
操
）
や
脳
ト
レ
の
た
め
、

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
し
た
り
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

◇　

槇　
　
　

壮
（
今
治
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

退
職
し
て
始
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
空
と
海
の
美

し
い
風
景
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
腰
痛
で
歩

き
方
に
も
乱
れ
が
あ
り
体
操
し
、
何
と
か
が
ん
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

旧
友
と
の
週
１
の
お
茶
会
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
と

し
て
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
す
。
家
で
は
新
聞
の
目
に

留
ま
っ
た
記
事
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
一
日
の
行
動
等
を

振
り
返
り
ダ
イ
ア
リ
ー
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
地
元
の
名
勝
地
の
保
護
活
動
・
草

刈
り
等
に
参
加
し
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
兎
年
、
７
回
目
の
年
男
、
一
休
み
し
て
も

ピ
ョ
ン
と
一
歩
で
も
前
進
で
き
る
年
で
あ
り
た
い
で

す
。

　

60
才
で
定
年
退
職
後
、
契
約
社
員
で
５
年
、
派
遣

社
員
で
５
年
（
計
50
年
）
を
今
年
３
月
に
終
え
た
と

思
え
ば
、
６
回
目
の
年
男
と
の
こ
と
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
調
印（
吉
田
首
相
）

の
年
に
生
ま
れ
、
記
憶
を
辿
れ
ば
、
年
男
１
回
目
の

年
は
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
に
見

入
り
、
２
回
目
は
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
登
場
に
喜

び
、
３
回
目
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
民
営
化
の
年
、
４
回
目
は
、

「
だ
ん
ご
３
兄
弟
」
が
大
ヒ
ッ
ト
の
年
、
５
回
目
は
、

東
日
本
大
震
災
の
年
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
四
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松
岡　

秀
幸
（
さ
ぬ
き
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

退
職
し
て
28
年
、
83
才
を
迎
え
た
今
、
健
康
維
持

の
た
め
、
身
体
を
動
か
す
農
業
を
始
め
た
こ
と
で
今

も
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
仲
間
と
設
立
し
た
「
農
業
法
人
み
ろ
く
」

が
私
の
職
場
で
す
。
今
は
、
30
町
余
り
に
耕
作
面
積

が
増
え
、
米
、
麦
類
、
野
菜
類
等
の
作
物
を
育
て
て

い
ま
す
。

　

今
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
仲
間
と

助
け
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
、
無
理
せ
ず
、

働
い
て
い
ま
す
。

◇　

三
谷　

澄
雄
（
高
松
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
６
回
目
の
年
男
。
兎
の
よ
う
に
飛
び
跳
ね

る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
こ
れ
と
い
っ
て
悪
い
と
こ
ろ
も
な
く
、
老
骨
に
鞭

打
ち
現
在
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

４
年
前
に
孫
達
が
関
東
に
移
り
住
み
、コ
ロ
ナ
禍
、

受
験
生
等
で
暫
く
会
う
機
会
が
な
く
、
一
抹
の
寂
し

さ
を
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

電
友
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

◇　

御
堂　

登
美
子
（
松
山
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

気
が
つ
け
ば
、
６
回
目
の
年
女
に
な
り
、
元
気
で

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

退
職
時
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
跳
ね
れ

な
い
け
れ
ど
カ
メ
の
ご
と
く
ゆ
っ
く
り
持
久
走
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
３
回
目
の
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
す
る
予

定
で
す
。体
力
も
一
年
一
年
き
つ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
忍
耐
強
く
頑
張
り
悔
い
の
な
い
よ
う
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
、友
達
に
も
会
え
な
い
状
況
、

早
く
従
来
の
生
活
に
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

◇　

宮
㟢　

政
幸
（
松
山
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
27
年
余
に
な
り
ま
す
。

　

身
体
の
方
は
前
立
腺
肥
大
に
よ
る
頻
尿
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
が
、何
と
か
元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

晴
耕
雨
読
の
中
で
少
年
時
代
の
釣
り
の
面
白
味
を

思
い
起
こ
し
、
数
年
前
か
ら
波
止
で
チ
ヌ
釣
り
を
始

め
ま
し
た
。フ
ィ
ッ
ト
す
る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、

チ
ヌ
の
引
き
の
醍
醐
味
に
魅
せ
ら
れ
て
、
天
候
潮
時

の
良
い
日
に
釣
行
し
て
い
ま
す
。
先
月
45
㎝
を
釣
り

ま
し
た
。
車
が
運
転
出
来
る
間
は
継
続
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
電
友
会
の
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
を
祈
願
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

宮
繁　

正
志
（
阿
南
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
山
登
り
も
ま
ま
な
ら
ず
、
３
年
ぶ
り

に
北
ア
ル
プ
ス
「
鹿
島
槍
ヶ
岳
２
８
８
９
ｍ
」
を
訪

ね
ま
し
た
。

　

初
日
は
山
頂
直
下
の
山
小
屋
泊
ま
り
で
す
が
、
足

腰
の
衰
え
か
、
予
定
よ
り
も
大
幅
に
遅
れ
て
到
着
し

ま
し
た
。
翌
朝
に
な
っ
て
も
疲
れ
が
取
れ
ず
登
頂
を

断
念
し
下
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
が
大

変
で
し
た
。
足
の
踏
ん
張
り
が
効
か
ず
何
度
も
ス
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ッ
プ
し
な
が
ら
も
何
と
か
下
山
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

残
念
で
す
が
、も
う
厳
し
い
山
登
り
は
無
理
や
な
。

老
い
と
衰
え
を
自
覚
し
た
山
行
で
し
た
。

◇　

宮
本　

敏
彦
（
高
松
市　

Ｓ
44
年
退
）

　

労
働
運
動
で
、
企
業
離
籍
役
員
と
し
て
、
お
世
話

に
な
っ
た
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、
政
治
活
動
を
は
じ

め
退
職
者
の
会
、
地
域
で
の
学
習
会
な
ど
に
細
々
と

参
加
し
て
い
ま
す
。
加
齢
に
よ
る
総
合
力
の
低
下
を

自
覚
し
、
現
役
の
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
、
気
を
配
り

大
規
模
修
繕
工
事
が
あ
り
、
バ
ル
コ
ニ
ー
に
大
き
い

木
10
鉢
と
草
花
40
鉢
が
あ
り
、
椿
１
本
に
花
が
50
咲

く
。

　

鋸
を
買
っ
て
き
て
椿
を
４
本
切
り
、
土
を
燃
え
な

い
ゴ
ミ
に
出
す
た
め
、
し
ゃ
が
ん
で
袋
に
詰
め
る
の

に
１
週
間
。
腰
と
太
も
も
を
痛
め
歩
く
の
も
困
難
。

植
木
の
整
理
に
１
ヵ
月
。
鍼
と
注
射
に
毎
日
通
院
。

　

カ
プ
ッ
ク
１
鉢
と
金
の
な
る
木
３
鉢
を
残
し
、
小

さ
い
鉢
25
鉢
を
預
か
っ
て
も
ら
う
。

　

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
腰
痛
を
治
し
、
ま
た
ヨ
ー

ロ
パ
へ
旅
行
し
た
い
で
す
。

つ
つ
終
生
下
支
え
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。
そ
れ
に

し
て
も
、
今
の
与
野
党
間
、
労
使
間
の
論
戦
・
攻
防

は
お
座
な
り
で
本
気
度
が
感
じ
ら
れ
ず
、
今
昔
の
落

差
に
歯
ぎ
し
り
す
る
場
面
の
何
と
多
い
こ
と
か
？

　

唯
一
の
趣
味
「
ヘ
ボ
碁
」
は
週
2
回
碁
会
所
に
出

向
き
、ボ
ケ
防
止
兼
用
で
覇
気
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

◇　

宮
脇　

征
子
（
高
松
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

コ
ロ
ナ
の
２
年
前
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ス
ロ
ベ
ニ
ア

へ
９
日
間
旅
行
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
５
ヵ
月
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の

《ヴェリキ滝にて（右が私）》

《政治討論会で「自公政権の全世代型社会保障制度」
を批判　2020年10.24》
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三
好　

繁
義
（
松
山
市　

Ｈ
20
年
退
）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
月
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
６
回
目
の
年
男

を
迎
え
ま
す
。
お
陰
様
で
元
気
に
過
ご
し
て
お
り 

ま
す
。
今
年
の
運
勢
は
、「
静
観
運
」
物
事
を
慎
重

に
見
守
り
な
が
ら
結
論
を
出
す
と
き
、
後
先
考
え
ず

に
行
動
し
な
い
こ
と
が
肝
要
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
最
近
は
、
姪
家
族
住
ん
で
い
る
北
京
に
日
本

郵
便
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
国
際
ス
ピ
ー
ド
郵
便
）
を
利
用
し

て
、
４
回
小
包
を
送
る
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。
日

本
は
３
日
で
発
送
さ
れ
る
も
の
の
、
中
国
北
京
に
は

「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
対
策
」
等
に
よ
り
荷
物
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
や
通
関
検
査
で
10
日
程
掛
か
り
、
更
に
到
着
ま
で

に
は
４
日
程
で
都
合
２
週
間
以
上
に
な
り
ま
す
。
そ

の
間
で
関
税
を
支
払
っ
た
後
の
受
取
と
な
り
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
に
住
所
や
荷
物
の
内
容
を
英
語
で
入
力
し
て
、

自
宅
で
送
り
状
等
を
４
枚
に
印
刷
し
て
最
寄
り
の
郵

便
局
に
持
ち
込
み
ま
す
。
送
料
は
７
㎏
ま
で
が

８
、２
０
０
円
と
高
め
で
す
が
追
跡
調
査
も
出
来
る

の
で
と
て
も
便
利
で
す
。
Ｐ
Ｃ
へ
の
投
入
は
認
知
症

防
止
に
役
立
つ
し
、
荷
物
が
着
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
子
供
た
ち
が
い
る
の
で
、
無
事
到
着
す
る
と

ホ
ッ
ト
し
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
車
で
の
遠
出
を
計
画
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

◇　

三
好　

義
孝
（
松
山
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

７
回
目
の
「
年
男
」
と
な
る
と
余
生
の
こ
と
が
気

に
な
り
ま
す
。
自
分
で
は
身
体
が
元
気
だ
か
ら
、
好

き
な
テ
ニ
ス
が
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
後
期
高
齢
者
の
歳
に
な
る
と
、
腰
と
膝
に

違
和
感
が
出
始
め
80
才
で
つ
い
に
「
腰
椎
狭
窄
症
」

「
変
形
性
膝
関
節
症
」
と
診
断
さ
れ
、
全
く
テ
ニ
ス

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
我
家
に
は
同
年
の
「
年
女
」
が
い
る
の
で

す
が
「
認
知
症
」
と
原
因
不
明
で
す
が
足
が
立
た
ず

（
要
介
護
４
）
で
、
家
の
中
で
も
車
椅
子
生
活
で
続

け
て
お
り
ま
す
。

◇　

村
上　

文
治
（
西
条
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

早
い
も
の
で
、
今
年
で
72
才
と
な
り
ま
す
。

　

何
も
で
き
な
い
ま
ま
、
こ
こ
ま
で
来
た
の
か
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
人
様
の
お
役
に
は
、
少
々
な
り
と

も
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

年
男
と
し
て
去
年
よ
り
今
年
、
昨
日
よ
り
今
日
進

歩
し
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

幸
い
に
、
仕
事
に
は
恵
ま
れ
、
お
困
り
ご
と
サ
ー

ビ
ス
を
担
当
し
、
お
家
の
お
困
り
ご
と
、
お
墓
の
お

困
り
ご
と
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
体
が
弱
く

な
っ
て
草
引
き
が
出
来
な
い
と
、相
談
を
受
け
ま
す
。　

体
が
元
気
な
う
ち
は
、
出
来
る
だ
け
お
助
け
し
、
喜

ば
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

◇　

村
上　

安
正
（
高
松
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

６
年
程
前
、
綾
川
町
か
ら
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
に
徒
歩
６

分
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
居
し
て
運
転
を
や
め
ま
し

た
。

　

歩
く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
脊
髄
管
狭
窄
症
の
手
術

で
弱
っ
て
い
た
足
腰
も
だ
ん
だ
ん
良
く
な
り
ご
機
嫌

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
す
。（
未
感
染
）

　

火
曜
日
の
囲
碁
教
室
と
た
ま
の
医
者
通
い
の
他
は

引
き
こ
も
り
状
態
で
、
テ
レ
ビ
っ
爺
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。（
マ
シ
ー
ン
で
は
歩
い
て
い
ま
す
）

　

今
年
も
ま
た
、
世
界
の
平
和
か
ら
私
事
に
至
る
ま

で
た
く
さ
ん
の
願
い
事
や
祈
り
事
を
し
な
が
ら
無
事

に
暮
ら
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
今
年
84
）

◇　

村
上　

嘉
昭
（
多
度
津
町　

Ｈ
６
年
退
）

　

あ
の
貝
原
益
軒
も
三
百
年
前
に
84
才
で
亡
く
な
っ

て
お
り
、こ
の
歳
ま
で
こ
れ
た
こ
と
に
大
満
足
で
す
。

　

シ
ニ
ア
の
草
野
球
の
た
め
の
体
力
維
持
に
50
才
か

ら
散
歩
と
自
分
で
決
め
た
体
操
を
始
め
、
リ
タ
イ
ア

後
は
、
池
八
丁
森
の
広
々
と
し
た
自
然
の
中
で
、
地

域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
毎
日
や
っ
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て
お
り
ま
す
。

　

残
り
の
未
経
験
の
晩
年
は
、
あ
ま
り
心
配
し
な
い

で
、
自
分
の
趣
味
を
通
し
て
楽
し
く
、
そ
し
て
池
の

渡
り
鳥
や
森
の
木
々
の
よ
う
に
、
自
然
体
で
や
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　

村
田　

順
一
（
香
南
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

私
の
今
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
と
う
も
ろ
こ
し

６
０
０
本
、
ス
イ
カ
60
玉
、
柿
10
本
の
栽
培
を
し
、

年
間
を
通
し
笑
顔
の
お
返
し
を
楽
し
み
に
野
菜
を
育

て
て
い
ま
す
。
他
に
物
部
川
で
う
な
ぎ
60
匹
、
手
長

◇　

山
地　

千
恵
子
（
高
松
市　

Ｈ
６
年
退
）

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
コ
ー
ヒ
ー
飲
み
に
来
て
！
」
と

銀
行
員
の
孫
娘
に
言
わ
れ
、
毎
日
主
人
と
一
緒
に
行

き
、
一
日
の
出
来
事
を
話
す
の
が
日
課
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

朝
夕
は
野
菜
を
栽
培
し
、
友
人
や
子
、
孫
み
ん
な

に
配
っ
た
り
、
孫
の
送
り
迎
え
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
中
学
、
高
校
、
そ
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
の
友

人
と
交
流
が
あ
り
、
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
、
息
子
家

族
と
食
事
を
し
た
り
、
娘
家
族
と
モ
ー
ニ
ン
グ
に

行
っ
た
り
と
、
来
年
84
才
を
迎
え
る
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
、
主
人
と
二
人
で
忙
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

◇　

横
田　

道
夫
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

退
職
後
、
暇
つ
ぶ
し
と
健
康
維
持
の
た
め
夫
婦
で

ジ
ム
通
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

運
動
が
出
来
な
く
な
っ
た
途
端
に
脊
椎
管
狭
窄
症
状

が
悪
化
し
２
ヵ
月
前
に
手
術
。

エ
ビ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
実
現
の
た

め
、
毎
日
朝
・
昼
・
晩
各
30
分
の
ス
ト
レ
ッ
チ
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
早
い
も
の
で
６
回
目
の
年
男
。
一
緒
に
い

て
く
れ
た
妻
に
感
謝
し
、
因
幡
の
白
兎
（
い
な
ば
の

し
ろ
う
さ
ぎ
）
と
な
ら
な
い
よ
う
、
７
回
目
の
年
男

を
め
ざ
し
、
慎
重
に
飛
び
跳
ね
ま
す
。
皆
さ
ん
お
元

気
で
。
そ
れ
で
は
グ
ッ
バ
イ
！

◇　

山
崎　

將
隆
（
松
山
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
卯
年
、
高
齢
の
年
男
で
す
。
皆
さ
ん
ど

う
お
過
ご
し
で
す
か
？

　

私
は
家
族
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
健
康
第

一
、
ボ
ケ
防
止
を
目
標
に
空
き
地
を
利
用
し
て
家
庭

菜
園
を
や
っ
て
い
ま
す
。
全
身
を
動
か
す
の
で
結
構

運
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
老
い
て
な
お
土
地
を
耕
し
て
種
を
蒔
く
」
で
す
。

長
生
き
は
平
和
な
日
本
で
あ
れ
ば
こ
そ
贅
沢
は
言
わ

ず
感
謝
で
生
き
て
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今
回
を
含
め
（
大
腸
・
肺
等
）
10
回
目
の
手
術
と

な
り
ま
し
た
が
お
陰
さ
ま
で
、
今
は
杖
が
必
要
で
す

が
無
事
に
日
常
生
活
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
久
万
山
の
実
家
を
夏
の
避
暑
地
に
と
Ｄ

Ｉ
Ｙ
で
リ
フ
ォ
ー
ム
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◇　

吉
岡　

由
子
（
徳
島
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

徳
島
市
消
費
者
協
会
の
事
務
局
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
よ
う
に
な
り
今
年
で
18
年
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
警
察
と
協
力
し
て
「
振
込
め
詐
欺
防
止
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
隔
月
の
年
金
支
給
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
食
品
ロ
ス
」
の
運
動
「
食
品
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
」「
物
価
調
査
」
等
の
調
査
も
し
て
い
ま
す
。

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
が
、
怪
我
を
し
な

い
よ
う
に
い
つ
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

◇　

吉
村　

克
幸
（
土
佐
清
水
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

未
だ
若
い
つ
も
り
で
い
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
か

７
回
目
の
年
男
に
な
り
ま
し
た
。「
生
ま
れ
た
年
も

い
れ
る
と
８
回
目
」。

　

糖
尿
病
で
病
院
通
い
を
し
て
28
年
に
な
り
ま
す

が
、
月
に
１
～
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光
案
内
を

し
て
い
ま
す
。年
に
１
～
２
回
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
海
外
旅
行
に
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
春
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
き
ま
す
。
今
秋
に
は
能

登
と
金
沢
に
行
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
野
菜
づ
く
り

と
み
か
ん
の
手
入
れ
「
猿
の
餌
づ
く
り
」
で
す
。

　

こ
れ
以
上
糖
尿
病
が
悪
化
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
百
歳
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。皆
様
に
よ
ろ
し
く
。

◇　

渡
部　

伸
二
（
松
山
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

６
回
目
の
年
男
で
す
。
５
回
目
と
比
べ
る
と
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
体
力
の
低
下
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

周
囲
か
ら
聞
く
声
と
し
て
「
先
ず
は
平
均
年
齢
ま

で
は
元
気
で
過
ご
し
た
い
。」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、

あ
く
ま
で
も
平
均
値
な
の
で
私
も
目
標
に
は
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
腹
八
分
の
精
神
で
、
朝
の

目
覚
め
に
感
謝
し
て
「
良
い
年
の
と
り
方
を
し
て
い

る
。」
と
感
じ
ら
れ
る
様
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　

渡
部　
　

均
（
松
山
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

第
二
の
職
場
で
あ
る
四
国
通
信
産
業
㈱
を
退
職
し

て
５
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
退
職
後
の
私
の

生
活
パ
タ
ー
ン
は
一
定
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
か
ら
借
り
た
畑
に
行
き
、
野
菜
づ
く
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。
で
き
た
野
菜
を
親
戚
に
送
付
し
た

り
知
人
に
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。
夜
や
雨
天
は
、

市
立
図
書
館
で
借
り
て
き
た
小
説
を
月
８
冊
程
度
読

ん
で
い
ま
す
。（
昔
新
刊
、
今
図
書
館
）

　

６
回
目
の
年
男
を
迎
え
た
現
在
の
心
境
は
「
光
陰

矢
の
如
し
」「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」
で
す
。
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表
紙
の
言
葉

　

頭
上
に
星
空
が
見
え
て
い
て
も
夜
明
け
が
近

づ
く
と
、
水
平
線
上
に
横
た
わ
る
黒
雲
が
見
え
だ

し
て
、
海
面
か
ら
の
日
の
出
を
邪
魔
す
る
こ
と
が

多
い
。
珍
し
く
無
垢
の
空
の
こ
の
日
、
周
囲
を

真
っ
赤
に
染
め
て
顔
を
出
し
た
太
陽
が
、
遠
慮
が

ち
に
ダ
ル
マ
朝
日
に
な
っ
た
。

　

須
崎
市
安
和
海
岸
に
て
。
高
知
の
海
に
は
少
な

い
沖
の
小
島
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
く
れ
た
。

　

秋
か
ら
春
先
の
高
知
県
内
各
地
で
、
運
が
良
け

れ
ば
ダ
ル
マ
朝
日
・
ダ
ル
マ
夕
日
に
出
会
え
ま

す
。 

（
大
野　

文
平
）

コロナ感染は減少傾向になりましたが、気を緩めず以下の対策を継続しましょう！
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
卯
（
う
さ
ぎ
）
年
で
。
う
さ
ぎ
は
穏
や
か

で
温
厚
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
昔
か
ら
「
家

内
安
全
」
の
お
守
り
に
崇
め
た
り
、
飛
び
跳
ね
る
こ

と
か
ら
「
飛
躍
・
向
上
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
は
こ
こ
３
年
間
開
催
出
来
て
い
な
い
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
皆
様
とFace T

o Face

で
親
睦
が
図
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　
　

四
国
電
友
会
会
報　

第
二
〇
一
号

　

発　
　

行　

令
和
五
年
一
月

　

編
集
責
任
者　

電
友
会
四
国
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

柳
原　

寛
信

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
内

　

電　
　

話　
（
〇
八
九
）
九
三
六–

二
〇
二
三

　

印　
　

刷　

南
海
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

塩
井　

六
郎　

様　

Ｒ
４
・
11
・
16　

90　

香
南
市

溝
渕　
　

隆　

様　

Ｒ
４
・
11
・
18　

80　

高
知
市

石
川　

昌
男　

様　

Ｒ
４
・
11
・
19　

76　

香
美
市

森
景　
　

信　

様　

Ｒ
４
・
11
・
22　

83　

宿
毛
市

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
出　

憲
博　

様　

Ｒ
４
・
８
・
６　

96　

今
治
市

森　
　

幸
義　

様　

Ｒ
４
・
９
・
25　

83　

松
山
市

進　

九
二
雄　

様　

Ｒ
４
・
10
・
６　

88　

松
山
市

檜
垣　

芳
徳　

様　

Ｒ
４
・
10
・
18　

80　

広
島
市

田
房
ヨ
シ
ノ　

様　

Ｒ
４
・
10
・
28　

96　

さ
ぬ
き
市

阿
部　

君
恵　

様　

Ｒ
４
・
11
・
１　

87　

久
万
高
原
町

山
内　

祐
光　

様　

Ｒ
４
・
11
・
３　

82　

松
山
市

川
口　

美
浦　

様　

Ｒ
４
・
11
・
５　

85　

内
子
町

鈴
木　

政
雄　

様　

Ｒ
４
・
11
・
12　

81　

松
山
市

加
山　

雅
雄　

様　

Ｒ
４
・
11
・
25　

91　

松
山
市

敬
　
弔

☆
瑞
宝
単
光
章　

高
橋　

昌
平　

様
（
松
山
市
）

Ｒ
４
・
７
・
７
逝
去　

95
歳

☆
瑞
宝
単
光
章　

川
口　
　

勇　

様
（
松
山
市
）

Ｒ
４
・
８
・
20
逝
去　

97
歳

物
故
者
叙
位
叙
勲

清
家　
　

勉　

様　

Ｒ
４
・
11
・
25　

82　

松
山
市

門
居　

米
子　

様　

Ｒ
４
・
11
・
29　

91　

西
条
市

檜
垣　

英
明　

様　

Ｒ
４
・
12
・
２　

91　

今
治
市

宮
崎　

正
隆　

様　

Ｒ
４
・
12
・
２　

82　

松
山
市

　
（
香
川
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

一
郎　

様　

Ｒ
４
・
７
・
14　

87　

高
松
市

若
松　

弘
子　

様　

Ｒ
４
・
８
・
18　

87　

高
松
市

向
原　

桂
子　

様　

Ｒ
４
・
８
・
26　

83　

高
松
市

藤
田　
　

茂　

様　

Ｒ
４
・
８
・
28　

76　

丸
亀
市

井
上　

克
己　

様　

Ｒ
４
・
10
・
７　

78　

高
松
市

松
尾　

恵
子　

様　

Ｒ
４
・
11
・
３　

89　

多
度
津
町

　
（
徳
島
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
開
兎
喜
子　

様　

Ｒ
４
・
９
・
18　

95　

徳
島
市

漆
川　

憲
治　

様　

Ｒ
４
・
10
・
３　

75　

徳
島
市

森
谷　

正
一　

様　

Ｒ
４
・
12
・
10　

91　

徳
島
市

　
（
高
知
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村　

武
隼　

様　

Ｒ
４
・
２
・
19　

86　

高
知
市

横
田　
　

茂　

様　

Ｒ
４
・
７
・
２　

91　

高
知
市

田
中　

秀
一　

様　

Ｒ
４
・
10
・
14　

81　

高
知
市

徳
廣　

孝
敏　

様　

Ｒ
４
・
10
・
17　

91　

高
知
市

片
岡
三
代
恵　

様　

Ｒ
４
・
10
・
18　

98　

高
知
市

近
澤
晶
二
郎　

様　

Ｒ
４
・
10
・
21　

90　

佐
川
町

田
中　

雅
夫　

様　

Ｒ
４
・
11
・
12　

89　

高
知
市
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A：メールアドレスを入力し、
B：送信

【会員登録時の注意事項】
メールドメイン「hotespa.net」か
らのメールを受け取れるように、
受信設定のうえ、送信。

団体コードを確認し、会員登録

団体コードに間違いがないことを
確認し、問題がなければ〔会員登
録する〕を押す。

会員登録完了！

「会員登録が完了し、サービスが
利用可能となりました。」と表示さ
れたら、会員登録終了。

【営業時間】平日10：00～17：00
（土・日・祝日・年末年始を除く）

3

A

B

11

メール送信完了

〔メール送信完了〕と表示。
入力したメールアドレス宛てにメール
が送信されるので、確認。
※会員登録はまだ完了していません。 

メールを確認

本登録を行うため、記載された
URLをクリック。

会員情報を入力

新規会員登録画面にて、各種会
員情報を入力。

5

4

6

example@mail.com

団体コードの入力

「会社・団体名（漢字）欄に、上記
団体コードを入力。

必須事項を入力し、次へ進む

利用規約を確認のうえ、〔利用規
約に同意して次へ進む〕を押す。

登録内容の確認

登録内容に間違いがないかを確認。
団体コードが入力されていること
を確認。

7

c0009

8

9

example@mail.com

あとは予約をするだけ！

平日を利用して、

おトクに好きな宿の

時間を楽しもう♪

10
C●●●●

カメラでQRコードを読み込む

上にあるQRコードをスマートフォ
ンのカメラで読み取り、表示され
たボタンを押す。

「新規会員登録（無料）」を押す

癒湯自適倶楽部WEBページにア
クセスしたら、上部の「新規会員登
録（無料）」を押す。

1

hotespa.net

2

ご利用ガイド 「会員登録」をして、「お好きな宿を予約」するだけで、
共立リゾートの全国施設がおトクに楽しめる！

STEP 01 まずは会員登録（入会費・年会費無料）をする

TEL : 03-5295-7885
癒湯自適倶楽部会員登録事務局

会員登録についての
お問合せは以下事務局まで

※後日、登録した住所にパンフレットが届きます。

お問い合わせ
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STEP 02 宿を予約する

hotespa.net

WEBでのご予約はこちら

【営業時間】平日9：30～17：30（土・日・祝日・年末年始を除く）

共立リゾート予約センター

TEL : 0800-888-1189

電話でのご予約はこちら

左にあるQRコードを
スマートフォンの
カメラで読み取り、
表示されたボタンを押す。

癒湯自適倶楽部 注意事項

※食事の要・不要にかかわらず同一料金となります。
※子供食が無い施設につきましては、大人食を上記の料金で提供いたします。
※施設によってはお子様のご予約を承っていない場合がございます。ご了承ください。

子供料金について

小学生以上のお子様 小学生未満のお子様 3歳未満のお子様

大人料金の100％
（大人食を提供）

大人料金の50％
（子供食を提供）

無料
（食事なし）

●本プランは、時期・タイミングによりプラン自体のご用意がない場合がございます。　●本プランのご利用には会員登録が必要です。（登録後はホテル公式予約サイト
会員になります。）　●ご予約は、会員様ご本人のみとさせていただきます。　●ご予約は、宿泊日前日の18:00までとなります。1カ月＝31日とし、31日先までの
ご予約が可能です。　●癒湯自適プランではdポイントは付与対象外ですが利用することは可能です。 ●お支払いは、オンラインでの事前決済または施設にて
チェックアウト時に現金・クレジットカードでの支払いとなります。 ●料金は、消費税・サービス料が含まれております。（別途、入湯税や宿泊税等のお支払いが必要な場合が
ございます。）　●施設に関するご質問やアレルギー食材のご相談などございましたら、ご予約後に施設まで直接ご連絡ください。●その他の特典や優待とは併用
いただけません。　●ご予約の際には団体コードが必要です。

ご予約の変更・キャンセル料金について
（人数変更・日程変更・施設変更に対しても発生いたします。）

宿泊料金の
10％

宿泊日の
4日～3日前

宿泊日の
2日～1日前

無連絡
キャンセル

宿泊日の
7日～5日前

宿泊料金の
20％

当日

宿泊料金の
50％

宿泊料金の
80％

宿泊料金の
100％

※変更・キャンセルのご連絡は、本プランWEBサイト上、または受付時間内に記載のフリーコールまで
ご連絡ください。宿泊日から7日以内の変更・キャンセルは施設へ直接お電話ください。

※キャンセル料金が発生した際は、ご予約された会員様へ施設よりご連絡させていただきます。

ゆ～ ゆ～　じ て き

プレゼント！
10万円分の商品券

ご入居時に

共立メンテナンスの
高齢者向け住宅

※ディナーは、前日迄のご予約にて2名様より承ります。
ランチ・ディナー共にご提供！

お得な特別メニュー/コースを
通常メニューにはない、会員様だけの

共立メンテナンスグループ
共立フーズサービスが展開する外食店舗

特
典
２

特
典
３

高齢者向け住宅 ドーミーシニア
- 東京都港区新橋 -

［ 外食 ］ 詩季俱楽部 新橋茶屋
し き

0120-151-084 TEL.03-6858-7200お問い合わせはこちら ご予約はこちら
【受付時間】14:00 - 21:00（定休日：土・日・祝日）9:00 - 17:30（土・日・祝・年末年始を除く）

https://www.hotespa.net/resort/campaign/yuyujiteki/

2022年7月
グランド
オープン

（1泊朝食付きのみ）

関西
2022年6月
グランド
オープン

関東・甲信越

グランドオープン

［ 東京／豊洲 ］ 
ラビスタ東京ベイ

［ 京都／梅小路 ］ 
京都 梅小路 花伝抄

2022年10月
グランド
オープン

［ 栃木／那須塩原 ］ 
塩の湯温泉 蓮月
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